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新しい立科町保育園の名称を募集します

　児童数の減少、施設の老朽化などから千草保育園、若草保育園、三葉保育園を統合し、平成25年４月に新たな
町立保育園が開設されます。
　子どもや保護者、地域の人からも親しみやすく、町の未来を担う子どもたちの健やかな成長を願った名称を町民
皆さまから募集します。

　　　　　　　　町内に住所を有する者

　　　　　　　　持参、郵送、ファクシミリ、Eメールのいずれかの方法により、ひとり１件とします。
　　　　　　　　応募にあたっては、「名称（名称の前に立科町立が入ります）」、「名称の理由（具体的に）」、
　　　　　　　　「氏名」、「住所」、「電話番号」を記載してください。
　　　　　　　　必要事項の記載漏れの場合は、失格となる場合があります。

　　　　　　　　平成24年11月15日㈭　　（郵送については当日消印有効）

　　　　　　　　〒384−2305　立科町大字芦田2532
　　　　　　　　　　　　　　　  立科町教育委員会　子育て教育係
　　　　　　　　ファクシミリ：０２６７−５６−２３１０　　Eメール：info@town.tateshina.nagano.jp

　　　　　　　　立科町保育所建設委員会で選考します。

　　　　　　　　選考された名称応募が複数の場合には、抽選で１名の方に粗品を差し上げます。

応募資格

応募方法

応募期限

応 募 先

選考方法
そ の 他

・構　　造　木造平屋建て
・建築面積　1,857㎡
・敷地面積　12,406㎡（駐車場含む）

・立科町の唐松材を使用します
・温かさとやわらかさ
・雨水を利用（トイレ排水・屋根散水）

・太陽光発電（一部）
・オール電化（給食室）
・避難施設強度を一般の1.25倍

概　要 特　徴

　町内の畑でクマによる農作物被害が発見されました。
これからクマが冬眠に入るまでの期間は、安全の確保に
特にご注意ください。クマがいるという意識を持ち、山
中や目撃情報のあった場所には入山しないようにしてく
ださい。
　また、出かける際には、クマに出会わないよう対策を
とるとともに、服装には十分注意しましょう。（黒系統
は避けましょう。）
　クマを目撃した場合には、農林課へご連絡ください。

もしクマに出会ったら
　注意していても、クマに出会ってしまうかもしれませ
ん。もしクマに出会ったら次のように行動してください。
●遠くにクマがいることに気がついたとき
　・落ち着いてその場から、はなれましょう
　・クマを脅かすので、大声を出したり、走って逃げる

のはやめましょう
　・写真をとるためフラッシュを使うのもやめましょう
●近くにクマがいることに気づいたとき
　・この時も落ち着いてゆっくりとその場からはなれま

しょう
　・持ち物があればそれを置いて、はなれてください
●すぐ近くで出会ったとき
　・クマは臆病な動物です。急な動作で驚き、攻撃して

くることがあるので、冷静に、あわてずクマが立ち
去ってからその場を、はなれましょう。

クマの爪跡です

クマにご注意ください!! 農林係

（イメージ図）



3 広報たてしな  2012年10月

調査対象木は、土塁上にある
天然記念物指定時のアカマツ
と平成４年に植栽したアカマツ

至　芦田宿

至　松並木公園駐車場

　今回は、笠取峠のマツ並木保存管理計画策定にあたって実施したアカマツの生育状況を把握する調査の中で、根の
張り状況を確認する根系調査の概要をお伝えします。
　アカマツの根は、横に伸びる水平根と、下へ伸びる垂下根に大きく分けられ、水平根は地表に沿って横へ伸びてい
きます（下図「アカマツの根系図参照」）。また、いわゆる根張り部分が見えないと生育不良が起りやすくなると考え
られています。アカマツの生育状況を把握する中で、根の張り状況を確認する根系調査において、水平根の状況及び
深植えにより根が上向きに生えている様子を確認することができました。

　根系調査２のアカマツは、土塁と同方向に水平根を伸ばしていた。（調査１のアカマツも同様）
　なお、調査１のアカマツは、深さ30㎝では径２～３㎝程度の細根のみ確認できた。

　根系調査２のアカマツの根は、約40cmの深植えの
ため、径６㎝ほどの根が空気を求め上向きに生えてい
る。深植えを解消していく必要がある。

出典：最新樹木根系図説
　　　苅住昇著、2010年11月

マツ並木のアカマツの根の張りを知る

社会教育人権政策係

根系調査作業中

シリーズ 笠取峠のマツ並木を後世に伝えるために（第３回）

● 深植えによる根の状況

● 調査木の根の張り状況

● アカマツの根系図

垂下根

水平根
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　● 予防接種事業… ……………………………135万7千円
　　（9月1日から不活化ポリオワクチン（個別接種）に切り替え）
　● 農業振興補助金… …………………………… 510万円
　　（りんご集出荷施設補助・遊休荒廃農地復旧補助）
　● 人・農地プラン事業… ……………………… 408万円
　　（プラン作成・青年新規就農給付金）
　● 松くい虫防除対策事業… …………………464万2千円
　　（伐倒駆除（衛生伐））

　※なお、補正予算書等は役場町民課受付横の行政資料コーナーで御覧ください。

　● 商工振興補助金… …………………………… 30万円
　　（雇用促進事業補助）
　● 防災関係備品購入… ………………………77万1千円
　　（避難所用ストーブ配置）
　● 農業施設災害復旧事業… …………………1,303万円
　　（7月20日及び7月29日豪雨災害復旧工事）
　● 福祉施設整備基金積立… ……………………… 1億円

　一般会計予算では、３億5千287万１千円が増額され、総額41億５千956万８千円とする補正予算が可決されました。
　歳入では、事業進捗に伴い県補助金１千151万8千円を増額、寄附金では立科町を応援する方々からのふるさと寄
附金82万７千円を増額し、小学校特別支援教育や中学校不登校対策支援などに充てるため、特定目的基金からの繰入
金946万９千円が計上されました。
　また、平成23年度決算による繰越金が確定し３億２千424万７千円が増額されました。
　歳出での主な事業は次のとおりです。

補正予算の状況
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農林係

10月１日付けで
教育委員長に米澤修一氏、同職務代理に竹城 茂氏が選任されました
教育委員会構成	 ※敬称略

教育委員長　米澤修一　　　同職務代理　竹城　茂　　　委員　関　淳子　　　委員　高尾昌子
教　育　長　塩澤勝巳

立科町産の「米」を検査したところ、
放射性物質は検出されませんでした！

　長野県では、「平成24年長野県産米の安全性の情報を発信し、消費者の皆様に安心して食べていただくこと」
を目的として、「米の放射性物質検査」を実施しました。
　平成24年立科町産米を検査した結果、放射性セシウムは検出されず、安全性が確認されたため、米の出荷、
販売、譲渡、贈答等が安心して行えるようになりましたので、お知らせいたします。
町民の皆様には、今回の米の検査に対しましてご理解ご協力をいただき、誠にありがとうございました。

※長野県内全域で実施された米の放射性物質検査の結果等については、長野県ホームページで確認すること
ができます。

　写真は米の検体採取状況です。

検体
放射性セシウム

採取場所 採取年月日
Cs－134 Cs－137

米：品種あきたこまち（玄米） 不検出 不検出 立科町（桐原） 平成24年９月11日

検査結果

立科町産米の検査日 平成24年9月13日 検査機関 ㈶日本冷凍食品検査協会
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ハートフルケアたてしなの
社会福祉法人化に向けて

　現在ハートフルケアたてしなでは、徳花苑（特別養護老人ホーム）、デイサービスセンターむつみ・やすらぎ、
グループホームだんらん、高齢者生活支援共同住宅あんしんの各施設の運営のほか、訪問介護事業、居宅介護
支援事業をおこなっています。
　ハートフルケアたてしなの中心的施設である徳花苑は、広域の施設であり佐久広域連合から立科町が指定管
理者として運営を受託し、平成元年の開所時から町が運営しています。
　平成22年度に佐久広域連合にて、徳花苑を含めた広域の社会福祉施設の今後のあり方を検討した結果、社会
福祉を取り巻く環境の変化や行財政改革による公共サービスの官民の役割の変化などの理由から、福祉サービ
スの主たる担い手である社会福祉法人へ順次移管していくこととなりました。
　町ではこれをふまえ佐久広域連合と協議を進めた結果、これまでの長年にわたる施設運営や地域とのかかわ
り、総合的な高齢者介護サービスの実態、今後の住民サービスの観点などから、立科町が出資する社会福祉法
人を設立し徳花苑を運営することとしました。
　また、徳花苑のほか各施設・事業についても社会福祉法人へ移管し、今まで以上の高齢者介護サービスの提
供を目指します。
　なお、ハートフルケアたてしなの社会福祉法人化は平成25年4月1日を予定しており、現在これにむけた準備
を進めています。先頃、町内有識者10名による「法人設立準備会議」で創設法人への要望書を取りまとめ、福
祉・地域関係者6名による「法人設立発起人会」へこれを提出し、併せてこれからの法人運営に活かすよう提言
したところです。
　今後は、「法人設立発起人会」が社会福祉法人設立認可申請や財産移管など、関係機関と調整を図っていきま
す。

デイサービスセンター

むつみ
高齢者生活支援

共同住宅 あんしん

デイサービスセンター

やすらぎ

グループホーム

だんらん

立科町勤労者
体育センター

徳花苑

ハートフルケアたてしな全景図

ハートフルケアたてしな
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地域包括支援センターです！こち ら

膝の裏側の筋肉を伸ばす体操

運動指導及び資料提供：公益財団法人身体教育医学研究所

地域包括支援センター・福祉係　有線4503（直通）

伸びていることを意識して、呼吸は止めずに行いましょう。

・脚を軽く広げて座ります。
・片脚ずつ膝を伸ばして、伸ばした脚に上半身をゆっくり近づけ

ていきます。
・気持ちがいいと感じるところまで上体を倒し、ゆっくり10まで

数えましょう。

　紅葉の秋、収穫の秋を向かえました。
　何かと忙しい毎日ですが、体のお手入れは毎日継続していくことが大切です…。
　今月は、下肢のストレッチ体操（筋伸ばし体操）を紹介します。
　朝、1日の始まり、入浴後・就寝前に行なうと効果的ですので、無理のない範囲で少しずつ継続していきましょう。

足首を無理に
触る必要は
ありません。

はつらつ健康講座 特別編「あたまの体操」
～からだと一緒に　あたまも体操しましょう～

　本年も大勢の地域の皆様にご参加いただき、健康講座を各地域で実施しておりますが、こうした中で「からだも
心配だけど、最近物忘れが多くなってきて、とても心配」という意見が多く聞かれました。ちまたでも「脳トレ」
が様々なところで聞かれますが、そんなに難しくなく、レクリエーションを交えながら楽しくあたまも体操をして
みましょう！と、今回初めて「あたまの体操」を10回連続講座で実施いたします。
　楽しむことだけでも「あたまの体操」です、ぜひ多くの方の参加をお待ちしております。

信州短期大学　大塚寛美　先生　（サポート　立科町健康サポーター）
平成24年　（11月）　　８日・15日・22日・29日
	 （12月）　　６日・13日・20日
平成25年　（１月）　　17日・24日・31日　　　　（全10回　木曜日）
午前10時00分～午前11時30分
老人福祉センター　集会室
立科町在住の高齢者の方（先着順20名）
簡単にできる「あたまの体操」を実施して、初回に行ったテスト結果と実施結果とを比較をしながら、
能力の向上を目指し、脳の活性化を図ります。
（※難しくないのでお気軽に参加していただき、レクリエーションを楽しみながら「あたまの体操」を
してみましょう。）
タイトルを見て「自分はちょっと自信がないなあ」と言う人も大丈夫、立科町健康サポーターが一緒
に参加して支援いたします。
　　　立科町地域包括支援センター（町民課　福祉係）

電話  ５６－２３１１　有線  ４５０３  まで電話にてお申し込みください。
平成24年10月31日まで

募集対象
実施内容

備　　考

お申し込み先

お申し込み期限

時　　間
場　　所

開 催 日
講　　師
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　前回に続き、がんを予防するための生活習慣・環境の
見直しについてお話します。

適度に運動 　　

適切な体重維持 　　

　毎日合計60分程度の歩行に加え、週に１回程度は60
分程度の早歩きや30分程度のランニングを加えましょう。
　身体活動が高いと、がんのみならず心疾患や糖尿病の
リスクも低くなることから、死亡全体のリスクも低くな
ることが知られています。

ウイルスや細菌の感染予防と治療 　　

　一度は肝炎ウイルス検査を受けましょう。
　ウイルスや細菌の感染予防（ワクチン）や早期治療で
発症を防ぐことの出来るがんもあります。
●C型･B型肝炎ウイルスに感染した人は肝がんになりや

すいといわれています。肝炎のウイルス検査を受け、
陽性であれば肝臓の専門医を受診しましょう。

●子宮頸がんの発生に関連するヒトパピローマウイルス
は、12歳前後の女児に感染予防ワクチンを接種するこ
とで、7割以上の子宮頸がんを予防できます。成人女性
は、子宮頸がん検診を受けましょう。

●胃がんの重要な因子の一つと考えられているピロリ菌
は、中高年の感染率が非常に高いことがわかっていま
す。感染していれば除菌治療を含めて専門医と相談し
ましょう。

定期的ながん検診を 　　

身体の異常に気が付いたら、すぐに受診を 　　

　がんは進行した段階で初めて症状が出る場合が多く、
初期のがんでは症状が出ることはほとんどありません。
症状がない段階で早期がんを発見するのにがん検診が有
効です。
　また、やせる、顔色が悪い、貧血がある、下血やおり
ものがある、せきが続く、食欲がないなどの症状に気が
付いたら、かかりつけ医などを受診しましょう。

正しい情報でがんを知ることから
　「がん＝死」ではなく、治る病気になりつつあります。
がんは様々な要因が複雑に重なり合って、長い時間か
かって発生してくる病気です。これさえ守れば絶対にが
んにならないという方法もありません。科学的根拠に基
づくがん情報を得て、あなたにあったがんの予防法を身
につけましょう。
●がん情報はこちらから確認することが出来ます。
　http://www.ganjoho.jp

保健ニュース 新・がん予防十二か
条（後編）

　肥満とは、体内の余分な脂肪が増えすぎた状態です。その原因は主に、食べ過ぎや
運動不足などの生活習慣。つまり、食べた分のエネルギーを、使い切っていないとい
うことです。肥満はメタボリックシンドロームのベースであるほかに、一部のがんや
関節痛などの原因にもなります。
　

　① 主食は雑穀、玄米など食物繊維の多いものに変える
　② 洋食より、低エネルギーなおかずが中心の和食を心がける
　③ 一口ごとに箸をおくなど、出来るだけゆっくり食べるようにする
　④ 食事を抜くのは逆効果。１日３食きちんと食べる。
　⑤ 一口30回以上かんでゆっくり食べる。
　⑥ どうしても食べたいものは午前中に食べる。

食育
みんなで 食生活でじょうずに防ごう！　肥 満

環境保健係

食生活のポイント

こんにちは 歯医者
さん

平成24年度の歯周疾患検診は、
12月までです!

対象：40・50・60歳
料金：500円
場所：町内歯科医院

歯周疾患検診
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こんにちは 歯医者
さん

　歯科医院の先生方から、歯や口の健康づくりに
ついてお話を伺います。
　今回は、
　もみの木歯科クリニック  西尾文樹 先生です。

　健康診断で高血糖、高血圧、高脂血症、肥満などを指
摘されたことのある方は多いでしょう。異常の程度が軽
くても、これらは相互にからみあって糖尿病や心臓病な
どの生活習慣病のリスクを何倍にも高めます。こうした
生活習慣病のメカニズムに歯周病が影響しているらしい
ことがわかってきました。歯周病を全身との関わりでと
らえることは、歯周病の予防、生活習慣病の予防、双方
にとって大切といえます。

糖尿病と歯周病
　潜在的な患者を含めると1,600万人を超えるともいわ
れる糖尿病と、歯をなくす大きな要因となる歯周病は大
きな関わりがあることがわかってきています。二つの病
気は一見、つながりがないように思えますが、歯周病は
糖尿病の６番目の合併症といわれます。また、これまで
に行われた数え切れないほどの疫学的な分析の結果、糖
尿病の人は、そうでない人に比べ、歯周病にかかってい
る割合が高いということが報告されています。
　健康診断などで血糖値が高いといわれたら、食生活や

運動不足に注意するとともに、かかりつけの歯科医院
で歯周病チェックを受け、治療することで、糖尿病の
症状を緩和することにもつながるといえます。

歯周病と生活習慣病との関係
　歯周病が体の様々な病気に影響していることがわ
かってきています。中でも、特に注目を集めているの
が、生活習慣病との関係です。歯周病予防が生活習慣
病を防ぐことにつながります。
　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満に、
高血糖、高血圧、脂質異常の2項目以上がある場合にあ
てはまるとされています。食生活において、よく噛ん
で食べることは肥満防止につながることがわかってい
ます。歯周病予防に心掛け、丈夫な歯で規則正しい食
事をして、間食を減らし、よく噛んで食べることが大
切です。間食を減らせば、それだけ食べかすが歯につ
く機会が減り、歯周病が防げます。同時に、余分な間
食を止めるだけでも肥満防止になりますね。

（参考文献：社団法人長野県歯科医師会ＨＰ）

歯周病と生活習慣病

ハートフル ふれあいデー 開催のお知らせ
　ハートフルケア たてしなでは、『いい日  いい日  地域で支えるあった介護』
をテーマにハートフル ふれあいデーを開催いたします。大勢の皆様のご参加を
お待ちしております。

開催日時　11月11日㈰　午後１時～４時
開催場所　ハートフルケア　たてしな
内　　容

●人とつながるふれあいレクリエーション
 講師　大塚　寛美 氏
●江戸芸かっぽれ 梅后流信州上田道場
●御泉水太鼓 ジュニアチーム

★屋台コーナー………焼きそば・きのこ汁・綿あめ・飲み物（無料）
★ゲームコーナー……スタンプラリー・輪投げ　等

お問い合わせ先　　ハートフルケア たてしな　TEL. ５６－１９５５　有線：４５０１

●福祉車両試乗体験
●福祉用具展示・紹介
●健康チェック・介護相談会

＊駐車場は デイサービスセンター やすらぎ になります
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い
じ
め
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は
、「
当

該
児
童
・
生
徒
が
、
一
定
の
人
間
関
係
に
あ
る

者
か
ら
、
心
理
的
、
物
理
的
な
攻
撃
を
受
け
た

こ
と
に
よ
り
、
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
て
い
る

も
の
。」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

個
々
の
行
為
が
い
じ
め
に
当
た
る
か
否い

な

か
の
判

断
は
、
表
面
的
・
形
式
的
に
行
う
の
で
は
な
く
、

い
じ
め
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の
立
場
に
立
っ
て

行
う
も
の
と
し
、
起
こ
っ
た
場
所
は
、
学
校
の

内
外
を
問
わ
な
い
、
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
い
じ
め
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の

立
場
に
立
っ
て
」
と
は
、
い
じ
め
ら
れ
た
と
す

る
児
童
・
生
徒
の
気
持
ち
を
重
視
す
る
こ
と
。

「
攻
撃
」
と
は
、
仲
間
外
れ
や
集
団
に
よ
る
無

視
な
ど
、
心
理
的
な
圧
迫
な
ど
で
相
手
に
苦
痛

を
与
え
る
も
の
も
含
む
こ
と
。「
物
理
的
な
攻

撃
」
と
は
、
身
体
的
な
攻
撃
の
ほ
か
、
金
品
を

た
か
ら
れ
た
り
、
物
を
隠
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
、

と
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
義
は
、「
い
じ
め
と
は
何
か
」
を
端

的
に
示
し
て
お
り
、
い
じ
め
に
対
す
る
基
本
的

な
姿
勢
が
よ
く
理
解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
次

の
二
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
点
目
は
、「
精
神
的
な
苦
痛
」
や
「
い
じ

め
ら
れ
た
と
す
る
児
童
・
生
徒
の
気
持
ち
を
重

視
す
る
こ
と
」
の
判
断
基
準
が
多
分
に
主
観
的

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
客

観
的
な
事
実
を
正
確
に
把は

握あ
く

す
る
こ
と
の
難
し

さ
や
い
じ
め
の
拡
大
解
釈
、
責せ

き

任に
ん

転て
ん

嫁か

、
正
当

化
な
ど
に
よ
っ
て
、
い
じ
め
行
為
を
認
め
な
い

加
害
側
の
児
童
・
生
徒
や
親
に
対
し
て
、
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
指
導
と
親
身
な
支
援
が
で
き
ず
、
そ
の

対
応
に
困
難
を
極き

わ

め
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　
二
点
目
は
、
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
い
じ
め

行
為
が
明
ら
か
に
粗
暴
化
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
犯
罪
性
を
十
分
カ
バ
ー
し
て
い
な
い
こ
と
で

す
。
近
年
、
悪
口
や
無
視
、
仲
間
外
し
、
物
隠

し
な
ど
の
レ
ベ
ル
─
─
む
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な

い
じ
め
行
為
も
絶
対
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
─

─
を
超
え
た
悪
質
な
犯
罪
行
為
が
増
え
て
い
ま

す
。
腰
骨
や
肋
骨
な
ど
の
骨
折
に
ま
で
及
ぶ
容よ

う

赦し
ゃ

の
な
い
暴
力
、
屈く

つ

辱じ
ょ
く

的
な
行
為
の
強
制
、

多
額
の
金
銭
強
要
、
遊
び
や
プ
ロ
レ
ス
ご
っ
こ

を
装
い
、
注
意
さ
れ
て
も
、
平
然
と
「
遊
び

だ
。」「
鍛き

た

え
て
や
っ
た
。」
な
ど
と
否
認
す
る

し
た
た
か
さ
、
そ
し
て
、
そ
の
し
つ
こ
さ
と
罪

悪
感
の
乏
し
さ····

。

　
警
察
庁
に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
22
年
度
に
、

い
じ
め
が
発ほ

つ

端た
ん

と
な
っ
て
刑
事
事
件
に
な
っ
た

ケ
ー
ス
は
１
３
３
件
で
、
暴
行
・
傷
害
・
恐き

ょ
う

喝か
つ

・

脅き
ょ
う

迫は
く

な
ど
の
容
疑
で
逮
捕
・
補
導
さ
れ
た
児

童
・
生
徒
は
２
８
１
人
（
う
ち
中
学
生
２
２
８

人
）
に
上の

ぼ

る
そ
う
で
す
。
こ
の
数
値
は
氷
山
の
一

角
で
、
統
計
上
の
常
識
と
し
て
、
そ
れ
に
準
ず

る
心
配
な
現
象
が
水
面
下
で
10
倍
近
く
起
こ
っ

て
い
る
と
推
測
で
き
ま
す
。
い
じ
め
行
為
の
粗

暴
化
が
顕
著
で
、
被
害
児
童
・
生
徒
の
被
害
は

「
精
神
的
な
苦
痛
」
に
止と

ど

ま
ら
な
い
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
心
理
的
に
、
肉
体
的
に
、
ま
た
、

物
理
的
に
人
の
心
と
体
を
執し

つ

拗よ
う

に
攻
撃
す
る
い

じ
め
は
、
一
過
性
の
ト
ラ
ブ
ル
や
ケ
ン
カ
と
は

異
質
で
、
人
権
を
侵し

ん

害が
い

す
る
行
為
で
あ
る
と
同

時
に
、
時
に
は
か
け
が
え
の
な
い
命
ま
で
も

奪う
ば

っ
て
し
ま
う
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す

る
た
め
に
、「
い
じ
め
の
定
義
」
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
提
言
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
い
じ
め
と
は
、
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、

当
該
児
童
・
生
徒
が
、
一
定
の
人
間
関
係
に
あ

る
者
か
ら
、
仲
間
外
し
や
集
団
に
よ
る
無
視
、

悪
口
、
か
ら
か
い
、
威い

嚇か
く

、
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う、
屈く

つ

辱じ
ょ
く

的
行
為
の
強
要
な
ど
の
『
心
理
的
な
攻
撃
』、

暴
力
や
身
体
拘
束
な
ど
の
『
肉
体
的
な
攻
撃
』、

ま
た
、
物
隠
し
や
金
銭
強
要
、
器
物
損そ

ん

壊か
い

な
ど

の
『
物
理
的
な
攻
撃
』
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、

精
神
的
・
肉
体
的
な
苦
痛
及
び
物
質
的
な
損
害

を
被こ

う
むる

人
権
侵
害
行
為
で
あ
り
、
か
つ
、
犯
罪

行
為
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
万
一
、
い
じ
め

が
発
生
し
た
場
合
は
、
個
々
の
行
為
が
い
じ
め

に
当
た
る
か
否
か
の
判
断
を
含
め
、
全
面
的
に

い
じ
め
を
被
っ
た
児
童
・
生
徒
の
側
に
立
っ
た

指
導
と
支
援
を
行
う
。」

　
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
卑ひ

劣れ
つ

な
行
為

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
文
部
科
学
省
の
調

査
（
平
成
23
年
度
）
で
は
、
い
じ
め
の
認
知
件

数
が
年
間
約
７
万
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

じ
め
の
性
質
上
、
表
面
化
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

いじめの根絶
～ 児童・生徒誰もが充実した学校生活を送るために 〜
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つ
け
た
り
（
人
を
馬
鹿
に
す
る
こ
と
）、
人
を

疎そ

外が
い

し
た
り
（
人
を
仲
間
外
し
に
す
る
こ
と
）、

人
の
心
と
体
を
攻
撃
し
た
り
（
人
を
い
じ
め
る

こ
と
）
す
る
行
為
を
絶
対
に
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
を
、
親
と
教
師
は
、
全ぜ

ん

身し
ん

全ぜ
ん

霊れ
い

で
、
子
ど

も
が
納
得
で
き
る
ま
で
何
度
で
も
教
え
る
べ
き

で
す
。

も
数
多
く
発
生
し
て
い
る
は
ず
で
す
。　

　
な
ぜ
、
い
じ
め
は
な
く
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
点
こ
そ
、
学
校
教
育
の
場
で
い
じ
め

が
な
く
な
ら
な
い
要
因
で
あ
り
、
今
後
、
児

童
・
生
徒
や
親
、
教
師
、
地
域
の
方
々
が
真
剣

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題

で
す
。

○
家
庭
で
も
学
校
で
も
、
衣
食
住
や
安
定
、
承

認
、
所
属
感
、
愛
情
な
ど
の
「
人
間
と
し
て

の
基
本
的
な
欲
求
」
が
十
分
充
足
さ
れ
な
い

た
め
に
、
気
持
ち
が
不
安
定
で
、
常
に
苛い

ら

々い
ら

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
お
り
、
そ
の
よ
う

な
子
の
う
ち
、
と
も
す
る
と
善ぜ

ん

悪あ
く

の
判
断
力

が
乏
し
く
、
人
権
感
覚
が
未み

成せ
い

熟じ
ゅ
くで

、
攻
撃

性
の
強
い
子
が
、
い
じ
め
行
為
に
よ
っ
て
、

成
長
上
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
て
い
る
こ
と

○
人
権
感
覚
が
乏
し
く
、
い
じ
め
の
深
刻
さ
に

対
す
る
認
識
が
不
十
分
な
こ
と

○
い
じ
め
ら
れ
た
児
童
・
生
徒
の
苦
し
み
や
切

な
さ
、
屈
辱
感
な
ど
へ
の
共
感
的
な
理
解
と

支
援
が
圧
倒
的
に
足
ら
な
い
こ
と

○
被
害
児
童
・
生
徒
に
も
、
い
じ
め
ら
れ
る
理

由
が
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
が
根
強
く
潜せ

ん

在ざ
い

し
て
い
る
こ
と

○
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
親
や
教
師
、

友
達
に
打
ち
明
け
て
、
い
じ
め
の
解
決
に
努

め
る
こ
と
は
、
自
分
の
身
を
守
る
だ
け
で
は

な
く
、
加
害
児
童
・
生
徒
も
守
る
「
正
義
告

発
」
で
あ
る
が
、「
チ
ク
る
」
行
為
で
あ
る

と
し
て
、
極き

ょ
く

端た
ん

に
嫌
が
る
傾
向
を
多
く
の
子

が
持
っ
て
い
る
こ
と

○
親
が
、
い
じ
め
は
許
さ
れ
な
い
行
為
で
あ
る

と
承
知
し
て
い
て
も
、
我
が
子
が
加
害
の
側

に
な
る
と
、「
遊
び
だ
」「
ふ
ざ
け
っ
こ
だ
っ

た
」「
仲
良
く
プ
ロ
レ
ス
の
技
を
か
け
合
っ

て
い
た
」「
子
ど
も
同
士
の
ケ
ン
カ
で
、
い

じ
め
で
は
な
い
」「
以
前
、
う
ち
の
子
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
を
や
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
正

当
化
や
責
任
転
嫁
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
、

都
合
の
よ
い
「
い
じ
め
の
定
義
」
の
拡
大
解

釈
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
不

可
欠
な
「
壁か

べ

」
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
こ
と

　
殊こ

と

に
、「
い
じ
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
場
合

は
、
い
じ
め
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
」
と
い
う

考
え
方
は
、
い
じ
め
の
根
絶
の
大
き
な
妨さ

ま
たげ
に

な
っ
て
お
り
、
い
じ
め
に
対
す
る
偏へ

ん

見け
ん

と
申
し

上
げ
て
も
過か

言ご
ん

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、

い
じ
め
は
、
人
権
と
犯
罪
に
関
わ
る
反
社
会
的

な
問
題
行
動
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　
人
は
誰
も
、
大
人
で
も
子
ど
も
で
も
未み

熟じ
ゅ
くな

点
や
至
ら
な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に

と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
欠
点
や
短
所
は
、
そ
の

子
の
成
長
上
の
課
題
で
す
。
い
か
な
る
動
機
や

理
由
が
あ
っ
て
も
、
犯
罪
が
許
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
当
該
児
童
・
生
徒
の
成
長
上
の
課
題
を
理

由
に
、
い
じ
め
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
。

　
理
由
の
有う

無む

に
関
係
な
く
、
人
の
尊そ

ん

厳げ
ん

を
傷

相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）

●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）

●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
毎
年
1
月

上
旬
か
ら
３
月
を

中
心
に
流
行
し
て

い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
を
予
防
す
る
方
法
の
１
つ
に
は
、
予
防

接
種
が
あ
り
ま
す
が
、
予
防
接
種
が
十
分

な
効
果
を
維
持
す
る
期
間
は
、
注
射
後
約

2
週
間
後
か
ら
約
5
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
過
去
の
発
生
状
況
か
ら
考
え
て
、
予

防
接
種
の
有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、

一
般
に
10
月
～
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
接
種
に
加
え
、
日
頃
か
ら
の
手
洗

い
・
う
が
い
に
加
え
て
、
十
分
な
栄
養
と

睡
眠
で
抵
抗
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
早
め

に
自
宅
で
休
養
を
と
っ
た
り
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
な
ど
「
ひ
ろ
げ
な
い
」
配
慮
に

も
心
が
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
に
備
え
よ
う
！
環境保健係

※
町
が
行
う
65
歳
以
上
対
象
の
予
防

接
種
は
10
月
1
日
か
ら
の
予
定
で

す
。
対
象
の
方
に
は
個
別
に
通
知

が
あ
り
ま
す
。
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小さく生まれた將斗が、こんなに大きく
育ってくれてうれしいな。
周りの人達にたくさん笑顔を届けてネ。

清
し

水
みず

 將
まさ

斗
と

ちゃん（男）野方

いろいろな表情で家族を楽しませてくれる
結菜。これからも、かわいい笑顔をいっ
ぱい見せてね♡

石
いし

野
の

 結
ゆい

菜
な

ちゃん（女）山部

2350gで生まれたけど、大きく育って
くれました。立科で初めての春と夏を
迎えたよ。　これからも宜しくね！

青
あお

木
き

 徠
らい

貴
き

ちゃん（男）町

ニコニコ元気に育ってくれて、ありがと
う。うちの野菜をたくさん食べて大きく
なってね！

岸
きし

　楓
かえで

ちゃん（女）美上下

元気いっぱいわんぱく娘!!
太陽のような心と笑顔で、みんなを明るく
してね♡

関
せき

　心
こ

陽
はる

ちゃん（女）藤沢

愼央の笑顔を見ていると、とっても幸せ
な気持ちになるよ。これからも大好きな
お兄ちゃんと仲良く遊んでね。

依
よ

田
だ

 愼
ま

央
お

ちゃん（男）西塩沢

生まれてきてくれて、うちに来てくれて、
どうもありがとう。
ゆっくり大きくなってね。

森
もり

澤
さわ

 有
ゆ

喜
き

ちゃん（女）姥ヶ懐
待望の男の子で、わが家のアイドル♥　
甘えん坊で臆病な所もあるけれど、元気
いっぱい大きくなあれ！

上
うえ

田
だ

　司
つかさ

ちゃん（男）五輪久保
お姉ちゃんに負けないぐらい活発で、
みんなを癒してくれる蒼大。
将来は、お姉ちゃんを守ってくれるかな。

翠
みどり

川
かわ

 蒼
そう

大
た

ちゃん（男）蓼科

平成23年９月生まれ〜平成23年10月生まれ（10、11ヶ月児健診時に撮影）

大きく育て 子ども王国

「あなたも私もみんなで楽しくふれ愛
あ

おう！」
～誰もが住みやすい立科町で～

期　　日　　平成24年11月４日㈰　午前10時～午後３時
場　　所　　人権センター前駐車場
内　　容　　町内外の福祉施設の作品販売、コンサート、
　　　　　　とん汁の無料サービスがあります。
お問い合わせ先　町民課　福祉係

たてしなふれ愛むら 開催
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例
年
以
上
に
蒸
し
暑
さ
を
感
じ
る
夏

も
過
ぎ
、「
食
欲
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」

と
何
を
す
る
に
も
快
適
な
秋
を
迎
え
ま

し
た
ね
。
今
年
は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
テ
レ
ビ
観
戦
な

ど
を
通
じ
て
「
体
を
動
か
し
て
み
る
か

な
。」
と
感
じ
た
方
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
体
力
低
下
が
見
ら
れ
、
文
部
科
学
省
で
は

「
幼
児
期
運
動
指
針
」
と
い
う
毎
日
六
十
分
以
上

体
を
動
か
す
こ
と
が
三
歳
～
六
歳
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
い
う
方
針
が
立
ち
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
六
十
分
と
い
う
の
は
、
体
を
動

か
す
時
間
の
合
計
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
幼
少
期
に
た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
た
と
言
え

る
大
人
で
も
、「
現
在
で
は
、
な
か
な
か
機
会
が

な
く
て
…
。」
と
諦
め
て
し
ま
わ
れ
る
方
も
い
ま

す
。
で
す
が
意
外
と
普
段
の
生
活
の
中
に
、
体
を

動
か
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
や
す
機
会
は
多
い
よ

う
で
す
。
例
え
ば
、
掃
除
機
を
家
中
か
け
、
三
十

分
程
度
活
動
す
る
と
お
よ
そ
食
パ
ン
一
枚
分
の
カ

ロ
リ
ー
を
消
費
し
て
い
た
り
、
洗
車
を
一
時
間
入

念
に
す
る
と
白
米
一
杯
分
程
の
カ
ロ
リ
ー
を
消
費

し
て
い
た
り
と
意
外
に
消
費
し
て
い
た
り
し
ま
す
。

カ
ロ
リ
ー
消
費
で
筋
肉
が
増
加
す
る
の
で
、「
運

動
を
ガ
ッ
ツ
リ
す
る
の
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う

方
で
も
普
段
の
動
作
を
丁
寧
に
す
る
こ
と
で
少
し

ず
つ
体
力
作
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
過
ご

し
や
す
い
季
節
を
利
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
」
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

 

Ｙ
・
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歴
史
香
る

歴
史
香
る「
中
山
道
」

〜
い
に
し
え
の
道
に
思
い
を
馳
せ
て
〜

　
立
科
町
に
は
、
近
世
五
街
道
の
一
つ
「
中
山
道
」
が
あ
り
、
江
戸
時
代
慶
長
七
年
（
１
６
０
２
年
）
に
開
設
さ
れ
、
江
戸
と
京
都
を
結
ぶ

交
通
の
拠
点
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
道
」
は
古
来
よ
り
文
化
、
経
済
、
政
治
上
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の

交
通
事
情
・
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
変
容
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
中
山
道
「
芦
田
宿
」・「
茂
田
井
間
の
宿
」「
笠
取
峠
の
マ
ツ

並
木
」
は
、
当
時
の
面
影
を
偲
ば
せ
て
く
れ
る
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
健
康
増
進
も
兼
ね
て
県
内
外
よ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
な
が
ら
宿
場
巡
り
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
の
館
報
で
は
中
山
道
の
歴
史
や

魅
力
を
伝
え
よ
う
と
様
々
な
お
立
場
で
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
往
時
の
姿
を
偲
ぶ
歴
史
の
道
「
中
山
道
」。

こ
の
貴
重
な
文
化
財
を
後
世
に
残
す
と
共
に
守
り
、
伝
え
て
い
く
こ
と
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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「
下
に
ー
。
下
に
ー
。」
と
和
宮
姫
の
お
嫁
入

り
の
行
列
が
通
っ
た
と
い
う
芦
田
宿
。
そ
の
日

は
芦
田
は
も
と
よ
り
、
近
隣
の
村
人
が
総
出
で
、

和
宮
姫
の
お
も
て
な
し
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
中
山
道
26
番
目
の
宿
場
「
芦
田
宿
」
を
元
気

に
し
よ
う
と
「
中
山
道
芦
田
宿
町
づ
く
り
協
議

会
」
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
３
年
。
５
回

目
の
「
中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
間
近
に

迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　
笠
取
峠
か
ら
松
並
木
、
町
区
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
を
通
り
芦
田
川
ま
で
。「※

梲う
だ
つ」
が
道
路

　
中
山
道
は
、
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
日
本

橋
を
起
点
と
す
る
五
街
道
の
一
つ
で
、
東
海
道

と
と
も
に
江
戸
と
京
を
結
び
、
多
く
の
旅
人
が

往
来
し
た
中
山
道
。

　
東
海
道
53
宿
、
中
山
道
69
宿
で
東
海
道
は
距

離
が
短
い
が
難
所
も
多
い
、
大
井
川
や
天
竜
川

の
よ
う
な
大
き
な
川
が
な
く
、
川
止
め
が
少
な

く
時
間
が
読
め
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
姫
街
道
と

も
、
木
曽
街
道
と
も
呼
ば
れ
、
多
く
の
徳
川
家

の
夫
人
な
ど
の
姫
君
の
行
列
に
使
用
さ
れ
、
中

で
も
14
代
将
軍
家
茂
に
降
嫁
和
宮
の
行
列
は
有

名
な
お
話
で
あ
る
。

　
当
芦
田
宿
は
、
中
山
道
69
宿
の
う
ち
で
、
江

戸
日
本
橋
か
ら
26
番
目
の
宿
場
で
あ
り
、
信
州

の
宿
場
は
軽
井
沢
か
ら
木
曽
の
馬
籠
（
現
在
は

岐
阜
県
中
津
川
市
）
ま
で
の
26
宿
、
木
曽
路
と

も
呼
ば
れ
、
信
州
中
山
道
26
宿
!!

　
芦
田
宿
は
、
江
戸
幕
府
の
交
通
施
策
施
行

（
慶
長
６
年
）
よ
り
４
年
前
で
北
佐
久
で
は
１

番
早
く
で
き
た
宿
場
で
も
あ
る
。

　
芦
田
宿
は
、
芦
田
氏
の
浪
人
岩
間
忠
助
と
土

に
突
き
出
た
屋
根
の
土
屋
金
丸
旅
館
、
脇
本
陣

跡
の
両
山
浦
家
、
そ
し
て
土
屋
家
本
陣
が
あ
り

ま
す
が
、
宿
場
の
面
影
は
？
周
り
を
見
回
し
て

も
江
戸
時
代
の
風
情
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
毎
回
中
山
道
を
歩
こ
う
と
、
県
内
外
か

ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

に
温
か
い
お
も
て
な
し
を
と
、
当
日
は
「
語
り

べ
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
道
中
の
案
内
や
本
陣

の
説
明
を
し
ま
す
。
芦
田
宿
通
り
で
は
、
古
町

地
区
の
子
供
た
ち
に
よ
る
獅
子
舞
、「
き
の
こ

汁
」
や
「
甘
酒
」
を
振
る
舞
い
、
お
も
て
な
し

を
し
ま
す
。

　
街
路
樹
の
な
い
芦
田
通
り
に
は
、
町
区
の
有

志
の
方
々
に
「
花
の
里
親
」
に
な
っ
て
い
た
だ

き
、
コ
ス
モ
ス
の
種
子
を
蒔
き
、
育
て
、
花
の

管
理
栽
培
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日

は
、
菊
作
り
の
方
々
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、

芦
田
宿
通
り
に
は
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
、
菊
の
花

も
凛
と
咲
き
、
訪
れ
る
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
春
に
は
沿
道
の
空
き
地
に
捨
て
ら
れ
て

い
た
ゴ
ミ
の
山
を
片
付
け
、
残
っ
て
し
ま
っ
た

ゴ
ミ
の
目
隠
し
に
棚
を
作
り
、
ゴ
ー
ヤ
と
朝
顔

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
い
ま
初
秋
を
迎
え
、

ゴ
ー
ヤ
が
実
を
つ
け
朝
顔
が
見
事
に
咲
い
て
い

ま
す
。

　
い
い
町
だ
か
ら
…
。
人
が
温
か
い
か
ら
…
。

屋
右
京
之
衛
門
が
神
官
今
井
曽
五
郎
と
と
も
に
、

慶
長
２
年
（
１
５
９
７
年
）
に
開
設
さ
れ
た
と
、

蓼
科
神
社
に
納
め
た
「
芦
田
宿
立
駅
に
つ
い
て

の
願
文
」
に
、「
新
町
相
立
申
由
」
と
残
さ
れ

て
い
る
。

　
現
在
の
芦
田
宿
本
陣
、
御
殿
は
寛
政
12
年
４

月
（
１
８
０
０
年
）
に
再
建
さ
れ
、
本
年
、
３

年
間
の
復
元
工
事
も
終
え
す
っ
か
り
と
創
建
当

時
に
戻
さ
れ
、
昔
を
偲
ば
せ
る
。

　
本
陣
は
、
参
勤
交
代
の
大
名
、
公
用
旅
行
者
、

宮
家
や
公
郷
な
ど
の
宿
泊
設
備
で
あ
る
為
、
規

模
は
広
大
で
あ
る
。
芦
田
宿
本
陣
の
建
物
が
残

る
の
は
大
変
珍
し
く
貴
重
な
建
物
で
あ
る
た
め
、

昭
和
63
年
８
月
18
日
に
県
宝
に
指
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
町
区
、
茂
田
井
区
、
上
房
部
落
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
笠
取
峠
山
頂
か
ら
茂
田
井
間
の

宿
ま
で
の
６
キ
ロ
、
中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
、
本
年
は
10
月
21
日
㈰
に
第

５
回
を
目
指
し
て
、
計
画
進
行
中
で
す
の
で
多

く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
訪
れ
る
方
々
の
想
い
に
ふ
れ
る
。
そ
ん
な

「
中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
し
た
い
と
、
会

員
40
名
の
仲
間
は
心
待
ち
に
そ
の
日
を
待
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
芦
田
宿
や
立

芦
田
宿
か
ら
発
信
し
た
い
こ
と

佐
藤　

三
恵
子
（
町
）

ふ
れ
あ
い
の
中
山
道
と
芦
田
宿

荻
原　

昌
介
（
町
）

科
町
の
活
性
化
の
一
端
を
少
し
で
も
担
う
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

※「う
だ
つ梲」…

…「
う
だ
つ
」と
は
、
建
物
の
両
脇
の
壁
を
屋
根
よ
り
高

く
上
げ
た
部
分
の
こ
と
で
、
建
築
的
に
は
防
火
壁

と
言
わ
れ
て
い
る
。
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中
山
道
「
茂
田
井
間
の
宿
」
を
訪
れ
る
旅
人

が
年
毎
に
増
え
て
お
り
ま
す
。「
こ
ん
に
ち
は
、

ど
ち
ら
か
ら
お
い
で
に
な
り
や
し
た
？
」
と
60

歳
代
位
の
男
性
に
尋
ね
ま
し
た
と
こ
ろ
「
私
の

家
は
習
志
野
市
だ
が
、
今
、
東
京
日
本
橋
か
ら

中
山
道
を
歩
い
て
今
日
で
五
日
目
。
長
い
道
中

各
宿
場
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
の
「
間
の
宿
」

が
一
番
昔
の
面
影
が
あ
る
な
ぁ
～
。
土
蔵
や
格

子
戸
の
付
い
た
民
家
、
街
道
脇
の
小
川
を
見
て
、

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き
な
が
ら
旅
す
る
な
ん
て

最
高
。
昔
の
情
緒
た
っ
ぷ
り
で
す
な
。
こ
の
遺

産
は
末
永
く
保
っ
て
欲
し
い
な
。」
等
と
、
こ

の
「
間
の
宿
」
を
褒
め
称
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
慶
長
年
間
に
で
き
た
中
山
道
は
、
姫
街
道
と

　
安
藤
広
重
描
く
中
山
道
の
風
景
が
今
も
残
っ

て
い
る
と
い
う
笠
取
峠
松
並
木
、
歴
史
の
一
コ

マ
を
体
験
で
き
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。
峠
の

入
口
に
２
人
の
男
女
が
寄
り
添
う
微
笑
ま
し
い

道
祖
神
も
皆
様
を
見
送
り
ま
す
。

　
峠
を
過
ぎ
芦
田
宿
へ
、
今
も
旅
籠
を
営
ん
で

お
ら
れ
る
ウ
ダ
ツ
の
あ
る
金
丸
土
屋
旅
館
が
あ

る
。
格
子
窓
の
あ
る
部
屋
に
泊
ま
っ
て
み
た
く

な
る
、
そ
ん
な
旅
籠
。

　
昔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
歩
く
そ
ん
な
楽
し

み
を
味
わ
え
る
、
中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

　
案
内
係
を
し
て
お
り
ま
す
と
、
い
ろ
ん
な
質

問
も
多
く
自
分
も
勉
強
さ
せ
ら
れ
、
よ
り
深
い

案
内
が
で
き
親
睦
に
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。　

　
人
通
り
の
少
な
く
な
っ
た
街
に
一
日
で
も
大

勢
の
人
が
来
る
、
ふ
れ
あ
い
の
中
山
道
と
町
の

活
性
化
に
な
れ
ば
と
想
い
続
け
た
い
で
す
。
今

後
も
皆
様
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

訪
問
者
が
増
え
る
『
茂
田
井
間あ

い

の
宿

し
ゅ
く

』
大
角　

貞
夫
（
茂
田
井
）

し
て
京
都
と
江
戸
の
交
流
を
盛
ん
に
さ
せ
ま
し

た
。
初
代
名
主
大
沢
茂
右
衛
門
以
降
歴
代
名
主

に
よ
り
、
住
民
の
生
活
が
豊
か
に
な
る
よ
う
努

力
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
良
質
な
お
米
や
蓼
科

か
ら
の
湧
き
水
を
利
用
し
、
２
軒
の
造
り
酒
屋

も
繁
盛
し
、
こ
の
街
道
を
盛
り
上
げ
た
も
の
で

し
た
。
今
残
さ
れ
て
い
る
酒
蔵
や
、
当
時
の
情

緒
溢
れ
る
門
塀
、
土
蔵
や
住
宅
の
格
子
戸
、
街

道
に
沿
い
流
れ
る
小
川
の
清
ら
か
な
水
、
そ
し

て
せ
せ
ら
ぎ
の
音
等
、
江
戸
時
代
の
面
影
、
風

情
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
中
山
道
は
特
に
女
性
に

人
気
が
あ
っ
た
街
道
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
お

城
に
お
勤
め
の
侍
も
、
長
い
道
中
を
心
弾
ま
せ

な
が
ら
往
来
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
「
茂
田
井
間
の
宿
」
を
訪
ね
る
旅
人
を
、
住

民
挙
っ
て
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を
し
よ

う
と
、
数
年
前
か
ら
茂
田
井
区
運
営
協
議
会
が

中
心
に
な
り
、
一
里
塚
の
整
備
、
公
衆
ト
イ
レ

の
設
置
、
案
内
板
や
道
標
、
間
伐
材
を
使
っ
た

手
作
り
ベ
ン
チ
の
配
置
、
各
家
庭
で
育
て
た
草

花
を
街
道
筋
に
添
え
る
等
、
旅
人
対
策
を
区
民

総
出
で
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
区
民
み
ん
な
で
五
項
目
の
“
お
も

て
な
し
宣
言
”
を
主
題
に
、
笑
顔
で
快
く
お
迎

え
し
よ
う
と
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
秋
に
は
中
山
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
特
産

品
を
提
供
し
た
り
、
抹
茶
の
振
る
舞
い
、
飲
物

や
お
蕎
麦
を
差
し
上
げ
、
区
民
み
ん
な
で
お
迎

え
し
、
お
も
て
な
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
中
に
は
、
侍
や
お

姫
様
の
衣
装
を
身
に
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

お
り
、
一
緒
に
写
真
に
納
ま
っ
た
区
民
の
皆
さ

ん
の
中
に
は
、
良
い
冥
土
の
土
産
が
出
来
た
等

と
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
い
る
方
も
お
り
ま
す
。

　
最
近
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
中
山
道

「
茂
田
井
間
の
宿
」
は
１
・
７
㎞
あ
り
ま
す
が
、

往
時
の
ま
ま
の
木
造
建
築
が
大
半
で
あ
り
、
老

朽
化
も
激
し
く
、
周
囲
の
景
観
を
も
含
め
、
先

人
達
の
残
し
た
か
け
が
え
の
な
い
遺
産
を
、
そ

の
ま
ま
如
何
に
し
て
後
世
に
残
す
か
が
今
後
の

大
き
な
課
題
で
す
。「
茂
田
井
間
の
宿
」
の
保

存
に
皆
様
の
知
恵
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。
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分館対抗球技大会

少年スポーツ大会

　
８
月
19
日
㈰
、
澄
み
渡
る
青
空
の
下
、
分
館
対
抗
球
技
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
24
回
・
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
は
38
回
を
迎
え
、
ど
の
試
合
も
緊
張
感
の
あ
る
白
熱
し

た
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。
選
手
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ

ん
大
変
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　
　
　
　
　
　
■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
優　
勝　
　
山
部
連
合
分
館　
　
優　
勝　
　
町
分
館

　
準
優
勝　
　
町
分
館　
　
　
　
　
準
優
勝　
　
茂
田
井
分
館

　
三　
位　
　
大
城
分
館　
　
　
　
三　
位　
　
山
部
連
合
分
館

　
　
〃　
　
　
宇
山
連
合
分
館　
　
　
〃　
　
　
塩
沢
連
合
分
館

　
８
月
26
日
㈰
、
小
学
生
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
（
13
チ
ー
ム
）・
中
学
生

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
24
チ
ー
ム
）
を
立
科
中
学
校
及
び
体
育
セ

ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
、

懸
命
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
、
大
き
な
声
で
応
援
し
て
い
る
子
ど
も

達
の
元
気
な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
低
学
年
以
下
を

対
象
に
、
に
じ
ま
す
の
つ
か
み
取
り
が
風
の
子
広
場
水
路
で
行
わ
れ
、

お
お
は
し
ゃ
ぎ
で
魚
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
優　
勝　
ス
タ
ー
ヒ
ル
ズ
大
城　
　
優　
勝　
　
野
方
Ａ

　
準
優
勝　
山
部
Ａ　
　
　
　
　
　
　
準
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ヒ
ル
ズ
大
城
Ｂ

　
三　
位　
山
部
Ｂ　
　
　
　
　
　
　
三　
位　
　
山
部
Ａ

　
　
〃　
　
古
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃　
　
　
宇
山
Ａ

　立科町成人式は、新成人自らの手によってアトラクションの
企画・運営を行う実行委員会形式で行う予定です。成人式を思
い出に残る素晴らしい式にするために実行委員を募集します。
■対象者　　平成５年４月２日～平成６年４月１日生まれの方
■募集人数　５～７名程度
■応募締切　平成25年５月24日㈮

■応募方法
電話、メールのいずれかの方法で中央公民
館まで。教育委員会窓口へお越しいただい
ても結構です。住所・氏名・連絡先・生年
月日をお知らせください。

お問い合わせ先　立科町中央公民館　TEL. ５６－２３１１　　E-mail　kouminkan@town.tateshina.jp

平成25年度 成人式実行委員募集！
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隠い
ん

元げ
ん

豆
は
雨
降
る
様
に
下
が
り
い
て
細
き
み
ど
り
を
嬉
し
み
つ
つ
む	

前
所　

セ
エ

歯
が
四
本
・
這
い
ず
る
孫
の
機
嫌
よ
く
皆
を
笑
わ
す
く
し
ゃ
く
し
ゃ
の
顔	

高
橋　
　

操

土
用
干
し
す
ぎ
た
る
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
堰
の
草く

さ

叢む
ら

蛍
と
び
交
う	

小
松
と
き
子

二
度
と
見
る
こ
と
の
か
な
わ
ぬ
金
環
日
食
と
夫
は
用
意
の
眼
鏡
覗
か
す	

故　

関　

み
つ
子

立科土笛短歌会

歌 壇

第40回 文化展開催

公民館生涯学習講座「立科すずらん学級」

ご利用ください  花嫁衣裳・留袖

　
公
民
館
で
は
、
文
化
活
動
の
発
表
の
場
で
あ
る

文
化
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
文
化
展
で
は
、
町
内
の
創
作
グ
ル
ー
プ
や
友
好

都
市
神
奈
川
県
愛
川
町
の
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど
が

出
品
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
良
い

機
会
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
品
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
出
品
申
込
に
つ
い
て
は

分
館
長
さ
ん
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

期
日　
11
月
２
日
㈮
～
４
日
㈰

■ 

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■ 

場
所　
中
央
公
民
館
及
び
ふ
る
さ
と
交
流
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
芦
田
宿
」

郷
土
の
歴
史
文
化
を
学
ぶ
教
室

（
八
景
を
学
ぶ　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
編
）

■ 

日
時　
11
月
６
日
㈫　
午
後
1
時
30
分

■ 

場
所　
町
内
（
集
合
：
中
央
公
民
館
玄
関
前
）

■ 

内
容

町
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
恵
ま
れ
た
自
然
や
景
観

を
再
認
識
す
る
た
め
に
「
八
景
」
に
つ
い
て
学
ぶ
第

2
回
目
の
教
室
と
し
て
、
史
料
と
し
て
残
る
町
内
の

八
景
を
巡
る
予
定
で
す
。

史
料
と
し
て
残
る
「
横
鳥
八
景
」
は
、
当
時
の
写
真

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
場
所
に
行
き
、
現
地
を
確

認
す
る
予
定
で
い
ま
す
。

■ 

定
員　
20
名
（
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■ 

申
込　
10
月
26
日
㈮
ま
で
に
社
会
教
育
人
権
政
策
係

へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 
お
問
い
合
わ
せ
先

　
立
科
町
公
民
館

　
（
教
育
委
員
会　
社
会
教
育
人
権
政
策
係

〔
有
線
２
３
１
１
㈹
〕）

　
公
民
館
で
は
、
生
活
改
善
の
一
環
と
し
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
花
嫁
衣
裳
・
留
袖
の
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
衣
裳
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
中

央
公
民
館
事
務
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

花
嫁
衣
裳　
３
万
円

■ 

留
袖　
　
　
５
千
円
～
１
万
２
千
円

■ 

紋
付　
　
　
７
千
円

■ 

小
物
等　
　
千
円
～
５
千
円

募集

募集
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図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

絵本・児童書
おじいちゃんのごくらくごくらく

西本　鶏介／作　長谷川　義史／絵
さかさことばでうんどうかい	 西村　敏雄／作・絵
心のおくりびと　東日本大震災 復元納棺師

今西　乃子／文　浜田　一男／写

一般文学
ひなこまち	 畠中　恵／著
花宴	 あさの　あつこ／著
残穢	 小野　不由美／著
烈しい生と美しい死を	 瀬戸内　寂聴／著

社会・生活
聞く力　心をひらく35のヒント	 阿川　佐和子／著
美木良介のロングブレスダイエット	 美木　良介／著

郷土
震災と過疎を越えて　信州栄村　復興への歩み	 松尾　眞／著
信州ミステリー紀行	 読売新聞長野支局／編
社寺建築を読み解く	 相原　文哉／著

新着図書 年間貸し出しランキング

寄贈者（順不同・敬称略）

図書室利用案内

●月曜日～土曜日
　午前９時30分～午後６時（土曜日は午後５時）
●日曜・祭日　　 午後１時～午後５時
＊お一人  ４冊まで  ２週間借りられます

開室時間

日時　10月31日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
今月のテーマ　「ぶどういろ」
大型絵本・パネルシアターなど親子でお楽しみください

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

たくさん本を寄贈していただき、ありがとうございました。
紙面にてお礼にかえさせていただきます。

一般書
１位　マスカレード・ホテル	 （東野　圭吾／著）
２位　下流の宴	 （林　真理子／著）
３位　我が家の問題	 （奥田　英朗／著）
４位　真夏の方程式	 （東野　圭吾／著）
５位　境遇	 （湊　かなえ／著）

絵本・児童書
１位　ぴょこたんのジャンボめいろ	（このみ　ひかる／作）
２位　だじゃれ日本一周	 （長谷川　義史／作）
３位　アンパンマンのみ～つけた	（やなせ　たかし／原作）
４位　はなかっぱとももかっぱ	（あきやま　ただし／作・絵）
５位　バムとケロのもりのこや	 　（島田　ゆか／作・絵）

　本は日常に私だけの異空間を作り出してくれる必須アイテ
ム。湊かなえ、三浦しをん、万城目学、葉室麟など最近の作
家の作品も好きなのですが、何と言っても大好きなのが宮本
輝です。読むほどに重いテーマがサラリと入ってくる。全作
品ほとんど揃えて持っているので何度も何度もしつこく読み
直していますが未だに新しい発見があります。
　さて、ではこんな私が幼きころから特別の本好き少女だっ
たかというとそうではありませんでした。
　小学生低学年の頃、読書が加速する一因となる出来事があ
りました。ある日、担任の先生が教室の壁に模造紙を張り出
したのです。それは各自、読んだ本の数を棒グラフにすると
いうもので、頂上までいきつくにはかなりの冊数を必要とし
ました。仕方なく毎日３冊ずつ本を借り、半ばお義理で読ん
でいくうち日常に一定の読書時間が定着し、そうこうするう
ちに、様々な本の世界観に魅了され、どんなジャンル苦もな
く読めるようになりました。
　宿題の感覚で始めた読書でしたが、今振り返ると、当時の
先生は私に何物にも代え難い宝を授けて下さいました。三つ
子の魂百までといいますが、小学生からではあるにせよ、今
の私の読書欲は先生による『読書の勧め』のおかげなのです。

青木 豊美（町）

私と読書

（2011.9～2012.8貸し出し）

遠山　順孝〔和子〕　　　竹花　初雄　〔滝神〕
塩澤　　登〔茂田井〕　　橋詰　通子　〔茂田井〕
田中　浩江〔大城〕　　　矢田　精一　〔大城〕
山田　　繁〔蓼科〕　　　田口　美鈴　〔長和町〕
大島　順子〔フランス〕　　　　　　　　他　匿名

乳幼児のためのおはなし会



20館 報 立 科  2012年10月

編
集
後
記

　
昨
年
の
10
月
、
わ
が
家
に
家
族
が
増
え
ま

し
た
。
待
ち
に
待
っ
た
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
、

体
重
２
６
０
０
グ
ラ
ム
の
大
き
な
目
を
し
た

男
の
子
。
少
し
小
さ
め
の
子
で
し
た
が
、

し
っ
か
り
と
私
の
指
を
握
り
、
大
き
な
声
で

泣
い
て
い
る
わ
が
子
を
見
て
、
自
分
が
父
親

に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
、
無
事
に
産
ま
れ

て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
あ
と
わ
ず
か
で
１
歳
に

な
る
息
子
は
、
父
親
の
私
に
そ
っ
く
り
で
、

抱
っ
こ
し
て
歩
い
て
い
る
と
「
お
父
さ
ん
に

そ
っ
く
り
で
す
ね
。」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
息
子
の
体
重
は
９
キ
ロ
で
前
歯
が

上
下
合
わ
せ
て
７
本
も
生
え
て
き
て
、
産
ま

れ
た
こ
ろ
と
比
べ
る
と
だ
い
ぶ
大
き
く
な
り
、

手
を
た
た
い
て
笑
い
、
自
分
の
足
で
し
っ
か

り
と
立
ち
、
何
で
も
よ
く
食
べ
る
元
気
な
子

に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
共
働
き
を
し
て
い
る
私
た
ち
夫
婦
は
、
妻

の
育
児
休
暇
が
終
わ
る
と
同
時
に
、
保
育
園

へ
。
自
営
業
を
し
て
い
る
私
は
、
仕
事
の
合

間
に
息
子
の
顔
を
見
に
行
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
が
そ
れ
が
で
き
な
く
な
る
と
残

念
で
す
。

　
未
満
児
か
ら
の
入
園
で
少
し
心
配
で
す
が
、

息
子
の
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
の
第
一
歩
を

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｓ

　
「
す
み
ま
せ
ん
教
育
委
員
会
で
す
。
あ
の
～
ま

た
笑
い
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
師
と
し
て
落
語
口

演
を
お
願
い
し
た
い
ん
で
す
が
…
」「
え
っ
、
ま

た
で
す
か
～
、
弱
っ
た
な
ぁ
～
…
」
な
ど
と
い
っ

た
会
話
を
か
わ
し
つ
つ
、
当
日
が
来
れ
ば
喜
ん

で
い
そ
い
そ
と
着
物
を
抱
え
て
出
前
寄
席
に
出

か
け
て
行
く
。
こ
ん
な
私
め
の
通
称
は
「
水
道

家
関
ち
ゃ
ん
」、
ふ
だ
ん
の
職
業
は
そ
の
芸
名
の

　
公
民
館
活
動
と
し
て
始
め
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
、
と
き
め
き
グ
ル
ー
プ
の
教
室
が
い
く

つ
か
作
ら
れ
大
正
琴
も
そ
の
一
つ
と
し
て
今
日

ま
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
当
初
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
畳
の
部
屋

で
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
中
央
公
民
館

の
視
聴
覚
室
を
お
借
り
し
て
、
月
二
回
基
本
的

に
は
、
第
一
・
第
三
木
曜
日
の
午
後
一
時
半
よ

通
り
か
た
ぎ
の
水
道
屋
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
私
が
落
語
と
出
会
っ
た
の
は
大
学
時

代
で
、
入
学
後
す
ぐ
に
落
語
研
究
会
、
通
称

「
オ
チ
ケ
ン
」
に
入
部
。
そ
の
後
は
勉
学
に
見

向
き
も
せ
ず
ひ
た
す
ら
芸
道
一
筋
笑
い
を
求
め

て
歩
む
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
当
時
そ
ん
な

我
々
が
師
事
し
た
の
が
人
気
者
林
家
三
平
、
月

の
家
円
鏡
を
弟
子
に
持
つ
、
当
人
は
ま
っ
た
く

人
気
の
出
な
か
っ
た
七
代
目
橘
家
円
蔵
師
匠
。

老
齢
で
小
柄
で
オ
オ
カ
ミ
の
ミ
イ
ラ
み
た
い
に

痩
せ
て
、
や
た
ら
眼
だ
け
が
ギ
ョ
ロ
ギ
ョ
ロ

光
っ
て
い
た
実
に
恐
～
い
大
師
匠
で
あ
り
ま
し

た
が
、
自
宅
へ
お
寄
り
し
た
り
、
合
宿
で
寝
食

を
共
に
し
た
り
、
ハ
ワ
イ
に
ま
で
同
伴
し
て
一

緒
に
落
語
を
演
っ
た
り
と
、
実
に
面
倒
見
の
良

り
練
習
し
て
い
ま
す
。
内
一
回
は
先
生
に
来
町

し
て
頂
き
二
回
目
は
自
主
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
琴
、
琴
伝
流
の
発
祥
の
地
は
長
野
県
伊

那
市
飯
島
町
の
小
林
源
一
郎
さ
ん
と
い
う
方
が

始
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
全
国
で

大
正
琴
の
愛
好
家
は
数
万
人
と
も
い
わ
れ
て
全

国
大
会
や
県
大
会
な
ど
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

私
達
、
と
き
め
き
大
正
琴
の
仲
間
は
、
立
科
町

で
の
芸
能
グ
ル
ー
プ
発
表
会
や
敬
老
の
日
に
参

加
し
発
表
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
大
正
琴

の
美
し
い
音
色
に
魅
了
さ
れ
、
昔
懐
か
し
い
歌

謡
曲
や
新
し
い
曲
な
ど
自
分
た
ち
の
手
で
し
か

奏
で
ら
れ
な
い
こ
と
を
楽
し
み
に
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。
大
正
琴
の
大
好
き
な
仲
間
達
と
月

二
回
練
習
の
合
間
に
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
世

い
師
匠
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
良
き
時
代
の
二
年
後
輩
に
い
た
の
が

今
東
京
の
落
語
界
で
活
躍
し
て
い
る
桂
小
文
治

師
匠
で
、「
津
金
寺
観
音
寄
席
」
な
ど
を
通
し

て
共
に
高
座
に
上
が
り
、
い
ま
だ
に
親
交
を
温

め
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
下
地
の
も
と
、

こ
の
年
に
な
っ
て
も

恥
も
外
聞
も
な
く
お

声
が
か
か
れ
ば
ど
こ

へ
で
も
顔
を
出
す
関

ち
ゃ
ん
で
あ
り
ま
す

が
、
も
し
ご
縁
が
あ

り
ま
し
た
ら
誠
に
一

席
お
聴
き
下
さ
い
ま

せ
。

間
話
に
花
を
咲
か
せ
に
ぎ
や
か
に
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
大
正
琴
は
、
指
の
運
動
に
も
な
り
、

ま
た
頭
を
使
い
ボ
ケ
防
止
に
は
最
適
で
す
。
大

正
琴
を
や
っ
て
み
た
い
人
な
ど
、
大
正
琴
に
興

味
の
あ
る
方
は
、

ど
う
ぞ
い
つ
で

も
入
会
可
能
で

す
の
で
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
い
つ

で
も
見
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

 
リ
レ
ー
回
想

 

ク
ラ
ブ
訪
問

笑
い
と
共
に
歩
ん
で

�
関
　
英
一
（
山
部
）

と
き
め
き
大
正
琴

�

若
林
　
良
子
（
藤
沢
）
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１. 募集期間
　  平成24年11月12日㈪～12月12日㈬まで（先着順）

※ただし、経験者の皆様（平成21年度～23年度の間に
　「耕福館」でみそ造りを体験したことのある者）及び経験者
　を含むグループは、11月26日㈪からの受付とします。

２. 利用期間
　  平成25年１月５日㈯～５月１日㈬まで
　  ※他の期間はご利用できませんのでご承知ください。
３. 募集者（組）数
　  58名（組）※新規体験者（平成21年度～23年度の過去３ヵ年間に「耕福館」でみそ造りを体験していない者）を優先します。
　　　　　　　　  新規体験者の皆様については「耕福館」で指導いたします。（１回に約60㎏出来ます）
４. 利用料金
　  ・１日あたりの利用料金　1,000円、１回の麹発酵機使用料　1,000円
　  ※みそ造りは、原則３日間の工程です。麹持参の場合は２日間目安です。
　  　（例）麹発酵機を使用し、３日間工程の場合
　　　　＠1,000円×３日間＝3,000円、　＠1,000円×１回＝1,000円、　計 4,000円
４. 申込先

立科町役場  農林課（電話56−2311、有線2311）までおいでいただいて、申請書の記入をお願いします。
　  受付時間　午前９時～午後５時まで
　  ※印鑑をご持参ください。
　  ※電話・有線等での申し込みはお受けできませんのでご注意ください。

立科町交流促進センター「耕福館」で
体験学習しませんか!!

　立科町交流促進センター「耕福館」は、立科町の立地条件を生かした各種体験学習が出来る施設です。都市部の小学生
から高校生を中心に、大勢の皆様方にご利用頂いています。「耕福館」では、下記の体験メニューを取り揃えております
ので、町民の皆様におかれましても、ご家族、ご友人、お誘いあわせの上、多くの皆様のご利用をお待ちしております。
　また、「みそ加工体験」も募集しますので、農閑期等を利用されて多くの皆様の応募をお待ちしております。未経
験者の皆様方大歓迎です。

※体験料金等については「耕福館」ホームページをご覧ください。　　URL  http://koufukukan.com/

調理・加工体験 そば打ち・ほうとう作り・パン作り・おやき作り・太巻きずし作り
野沢菜漬け・豆腐作り・ジャム作り・じゃがいも収穫＆カレー調理体験

農 作 業 体 験 田植え・りんご作業・トウモロコシ狩り

林　業　体　験 間伐・植栽・炭作り・木材加工品作り

工　作　体　験 竹細工・ぞうり作り・草木染・キャンドル作り

体験メニュー

　みそ加工体験は、メニューにはありませんが、冬季間自分たちで作った大豆を利用したみそ造り
になります。今年度も下記募集要領により行ないますので、大勢の皆様に体験いただき、技術を学
び、自宅で自家製の「おみそ」が造れるようになりましょう。

●  みそ加工体験学習

農林係
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　日本では、従来「男は仕事、女は家庭」と言われて
きました。古く日本の典型的な夫婦関係は、会社で働
く夫（父親）が一家の稼ぎ手として家計を支え、妻

（母親）は家事や育児あるいは介護などに専念する。と
いうものでした。妻（母親）がパートなどで働くこと
もありますが、それはあくまでも補助的な収入のため
であり、家庭をおろそかにしない範囲でのことだった
のです。冷静に考えれば、女性だからといって家事な
どが上手であるとは限りませんし、男性だからといっ
て仕事の能力が高いともかぎりません。しかし、私た
ちが持っている「男らしさ」「女らしさ」についてのイ
メージの中では、「男は仕事、女は家庭」が当然と思わ
れていたのです。そんな考えは古くて今どきの人はそ
んな意識はないと思っていても、もし、あなたが男性
で、「女性も仕事をするべきだけど、家庭も大事にして
欲しい」と考えているのであれば、ちょっと待ってく
ださい。女性に仕事も家庭も求める男性のあなた自身

は「仕事も家庭も」同じくらい大事にするつもりがあ
るのでしょうか？自分が仕事から早く帰った日には、
自分が晩御飯の準備をするのは当然だと思っているで
しょうか？妻が休日出勤の時には、自分ひとりで子ど
もの世話をするつもりでいるでしょうか？
　男女共同参画というととりわけ男性の中にはいい顔
をしない人、あからさまに拒否反応を示す人がまだま
だたくさんいます。そういう人は、男女共同参画の推
進を、男性を悪者に見立て批判することだと思ってい
るのではないでしょうか。
　男性・女性のどちらかが優遇されるようなことでは
なく、男性も女性も、「女性だから○○」「男性だから
××」という意識に基づいた役割分担の殻に閉じ込め
られることがなく、お互いを認めあい尊重していきま
しょう、というのが男女共同参画なのです。
　それは女性だけでなく、男性にとっても幸せな社会、
それが私たちの目指す男女共同参画社会です。

人権が尊重される社会

人権センターだより
人権センター(社会教育人権政策係)

男女共同参画ってどういうこと？
～あなたがいる  わたしがいる  未来がある～

切れていませんか？ 自賠責の有効期限‼交通事故からあなたの未来を守る
自賠責保険・自賠責共済

お問い合わせ先　国土交通省北陸信越運輸局　長野運輸支局輸送・監査部門　TEL. 026−243−4603

　交通事故による死者数は年々減少傾向にあるものの、平成23年の事故発生件数は約69万件、死傷者数は約85
万人と、国民の誰もが交通事故の被害者にも加害者にもなり得る極めて深刻な状況となっています。
　交通事故は車社会の負の部分であり、被害者にとっても加害者にとっても悲惨な結果をもたらすものです。
　自賠責保険・共済は、すべての自動車の保有者に、自動車１台ごとに加入が義務づけられており、基本的に
すべての加害者の賠償責任を担保するとともに、すべての被害者の基本的な賠償を保障する制度であり、被害
者の保護を目的としています。
　一人一人が、より一層自賠責制度の役割・重要性や、保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・
認識することがとても大切です。

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な対人賠償を目的として、原動機付自転車を
含むすべての自動車に加入が義務づけられており（自動車損害賠償保障法）、自賠責保険・共済なしで
の運行は法令違反ですのでご注意ください！
　四輪車ももちろんですが、特に車検制度のない250㏄以下のバイク（原動機付自転車・軽二輪自動
車）は、有効期限切れ、かけ忘れにご注意ください。
　なお、自賠責制度の詳しい内容は、 http://www.jibai.jp でご覧になれます。

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！
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　町では、住宅の耐震促進として既存木造住宅の無料耐震診断を実施してい
ます。
　この診断は国、県、町で費用負担をし、今後起こりうる大規模地震に備え、
住宅の倒壊から大切な生命や財産を守るために行っており、長野県で登録さ
れている木造住宅耐震診断士が住宅に伺い診断するものです。
　今年度の診断につきましては、建物外部から目視により診断を行う「簡易
診断」及び建物内の構造を確認しながら診断する「精密診断」を実施してお
ります。

①昭和56年５月31日以前に着工された住宅
②木造在来工法の住宅
③長屋及び共同住宅以外の個人所有の住宅

　無料耐震診断を希望される方は、「簡易診断」または「精密診断」どちらかお選びいただき、役場建設課に
備え付けの意向確認票を記入のうえお申し込みください。
　なお、診断時期については、申し込みの受付けを随時おこなっておりますので、数件程度でまとまり次第
実施いたしますのでご承知ください。

「木造住宅」無料耐震診断実施中

建設係

　◎耐震診断の対象は次のすべてに該当する住宅に限ります。

役場庁舎の時間外窓口を開設しています
毎 週　月曜日  午後７時まで

　町では、住民のみなさんの利便性を考慮し、業務
時間を延長していますのでご利用ください。

● 実施日及び時間
　 月曜日　午後７時まで
　（ただし、月曜日が休日等の場合は翌日）

● 取扱い業務
　 １．住民係　戸籍・住民票・印鑑登録証明書の

交付、国民年金資格に関する手続
　 ２．福祉係　児童手当、障害者福祉・福祉医療、

介護保険、後期高齢者医療、高齢者福祉関係の申請
　 ３．環境保健係　国民健康保険関係、母子手帳の交付、生活環境関係の届出・申請
　 ４．会計室　公金の収納
　　　（町税、上下水道使用料、保育料、住宅使用料、介護保険料及びサービス料等）
　 ５．税務係　所得証明、納税証明、資産証明等、地籍図の閲覧・交付、及び納付相談
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国
保
の
加
入
及
び

脱
退
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
10
月
1
日
よ
り
保
険
証
が
一
斉
更
新
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
際
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
は

ず
な
の
に
保
険
証
が
送
ら
れ
て
こ
な
い
。
ま
た
、

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
の
に
国
保
の
保
険

証
が
送
ら
れ
て
き
た
な
ど
国
保
に
関
係
す
る
異

動
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
加
入
及
び
脱
退
の
手
続
き
は
本
人
が

役
場
で
申
請
を
し
な
け
れ
ば
、
手
続
き
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。）

①
本
人
が
社
会
保
険
等
を
や
め
た
と
き
や
、
被

扶
養
者
が
認
定
か
ら
外
さ
れ
た
場
合
。

【
必
要
書
類
】

「
社
会
保
険
等
資
格
喪
失
証
明
」

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
事
実
の
あ
っ
た
日
ま
で

TATESHINA INFORMATION

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

②
本
人
が
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
や
、

被
扶
養
者
に
認
定
さ
れ
た
場
合
。

【
必
要
書
類
】

「
社
会
保
険
証
」
ま
た
は
「
社
会
保
険
等
資

格
認
定
証
明
」、「
国
保
保
険
証
」

※
届
け
出
が
遅
れ
、
国
保
保
険
証
を
使
用
し
て

い
た
と
き
は
加
入
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
給
付
分
の
金
額
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
こ
と
で

自
己
負
担
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
医
療
費
節
約

で
医
療
保
険
制
度
の
安
定
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
？

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
は
、

最
初
に
作
ら
れ
た
薬
（
先
発
医
薬
品
：
新
薬
）

と
有
効
成
分
が
同
じ
な
の
で
、
同
等
の
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
開
発
コ
ス
ト
が
少
な
い

の
で
、
新
薬
よ
り
も
安
価
な
薬
で
す
。

ま
ず
は
お
医
者
さ
ん
・
薬
剤
師
さ
ん
に

相
談
し
ま
し
ょ
う

・
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
特
徴
や
価
格
、
注

意
事
項
な
ど
、
医
師
や
薬
剤
師
か
ら
の
説
明

を
よ
く
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

環
境
保
健
係

日
時　
10
月
20
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
権
現
の
湯
ま
つ
り
で
は
、
日
頃
の
ご
利
用
に

感
謝
し
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ

ベ
ン
ト
や
ゲ
ー
ム
、
商
品
を
ご
用
意
し
皆
様
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
嬉
聞
耳
地
蔵
尊
の
祭
典
で
は
、
綿
あ

め
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
進
呈
、
更
に
お
楽

し
み
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
多
く
の
皆
様
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

下
水
道
へ
の
接
続
を
！

　
地
域
の
環
境
保
全
の
た
め
、
さ
ら
に
は
き
れ

い
な
水
を
将
来
に
わ
た
り
守
る
た
め
、
公
共
マ

ス
を
設
置
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、
早
期
に
下

水
道
へ
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
…
…
。

１
生
活
環
境
の
改
善

　
生
活
排
水
や
工
場
等
の
汚
水
の
滞
留
に
よ
る

悪
臭
が
な
く
な
り
、
カ
や
ハ
エ
の
発
生
源
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

２
ト
イ
レ
の
水
洗
化

　
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
が
で
き
ま
す
。

３
水
質
の
保
全

　
河
川
の
浄
化
に
よ
り
、
水
生
生
物
が
棲
息
し

自
然
が
よ
み
が
え
り
、
河
川
・
湖
沼
な
ど
の

水
質
が
改
善
さ
れ
、
水
の
利
用
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　

上
下
水
道
係

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

第
４
回「
権
現
の
湯
ま
つ
り
」

「
嬉
聞
耳
地
蔵
尊
の
祭
典
」

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

地
球
に
や
さ
し
い
下
水
道

未
来
の
子
供
た
ち
に

川
を
ま
も
る　
海
を
ま
も
る

地
球
を
ま
も
る　
下
水
道
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県
下
7
校
（
長
野
、
松
本
、
佐
久
、
岡
谷
、

伊
那
、
飯
田
、
上
松
）
の
技
術
専
門
校
で
は

平
成
25
年
度
入
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

・
普
通
課
程
（
一
般
入
校
）

　
11
月
1
日
～
11
月
15
日

・
短
期
課
程

　
第
1
回　
　
1
月
4
日
～
1
月
17
日

　
第
2
回　
　
2
月
5
日
～
2
月
14
日

◆
入
校
選
考

・
普
通
課
程
（
一
般
入
校
）

　
11
月
26
日

・
短
期
課
程

　
第
1
回　
　
1
月
28
日

　
第
2
回　
　
2
月
22
日

　
募
集
案
内
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

長
野
県
商
工
労
働
部
人
材
育
成
課

（
電
話　
０
２
６
─
２
３
５
─
７
１
９
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
長
野
県
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
立
科
町
の
未
来
を
担
う
、
心
豊
か
な
た
く
ま

し
い
青
少
年
育
成
に
向
け
て
、
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
10
月
25
日
㈭

　
　
　
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
50
分
（
予
定
）

場
所　
立
科
中
学
校　
体
育
館

演
題　
「
子
ど
も
は
人
類
の
宝
物
」

講
師　
土
井　
悦
代
さ
ん
（
関
塾
塾
頭
）

※
入
場
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会　
社
会
教
育
人
権
政
策
係

立
科
中
学
校

電
話　
５
６
─
１
０
７
６　
有
線
２
２
５
１

日
時　
11
月
3
日
㈯　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
11
月
4
日
㈰　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

場
所　
役
場
駐
車
場

内
容　
飲
食
店
／
物
品
販
売
店

　
　
　
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー　
　
　

　
　
　
も
ち
つ
き
／
大
抽
選
会

　
　
　
テ
レ
ビ
蓼
科
公
開
収
録　
他

ス
テ
ー
ジ
出
演
者

3
日　
Ｒる

　
うＵＵ

（
神
奈
川
県
相
模
原
市
出
身
）

　
　
　
亜あ

耶や

（
立
科
町
出
身
）

　
　
　
立
科
小
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ

　
　
　
立
科
小
学
校
管
楽
器
ク
ラ
ブ

　
　
　
立
科
中
学
校
吹
奏
楽
部

　
　
　
土
屋
芳
美
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
　
た
て
し
な
ハ
ッ
ピ
ー
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

4
日　
御
泉
水
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

　
　
　
蓼
科
高
校
ジ
ャ
ズ
ク
ラ
ブ

お
問
い
合
わ
せ
先

立
科
町
商
工
会

電
話　
５
６
─
１
０
０
４　
有
線
２
６
５
２

TATESHINA INFORMATION

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

青
少
年
育
成
講
演
会

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

長
野
県
立
技
術
専
門
校

平
成
25
年
度
訓
練
生
募
集
！

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

立
科
の
元
気
が
大
集
合
！

第
36
回
商
工
祭

多た

来ら

福ふ
く

ま
つ
り

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
東
信
地
域
に
在
住
ま

た
は
Ｕ
タ
ー
ン
予
定
の
学
生
、
生
徒
の
就
職
支

援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
合
同
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
2
日
㈮　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

会
場　
国
際
21
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

（
上
田
東
急
イ
ン
3
階
）

　
　
　
上
田
市
天
神
4
─
24
─
１

　
　
　
《
上
田
駅
「
温
泉
口
」
徒
歩
１
分
》

参
加
対
象
者

平
成
25
年
3
月
大
学
院
、
大
学
・
短
大
・
専
修
、

能
力
開
発
校
の
各
卒
業
予
定
者

右
記
の
学
校
を
卒
業
後
3
年
以
内
で
新
卒
枠
で

の
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方

平
成
25
年
3
月
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

参
加
事
業
所

東
信
地
域
ま
た
は
東
信
地
域
か
ら
通
勤
可
能
な

エ
リ
ア
に
就
業
場
所
が
あ
る
事
業
所
60
社
程
度

　
事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
。

　
入
退
場
は
自
由
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田

電
話　
０
２
６
８
─
２
３
─
８
６
０
９

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

東
信
地
域
就
職
面
接
会
の

開
催
に
つ
い
て
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
久

電
話　
０
２
６
７
─
６
２
─
８
６
０
９

○
佐
久
会
場
説
明
会

日
時　
11
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
　
　
両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
～

場
所　
佐
久
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
上
田
会
場
説
明
会

日
時　
11
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
　
　
両
日
と
も
午
前
10
時
～

場
所　
自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　
　
（
上
田
駅
温
泉
口
徒
歩
１
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
上
田
地
域
事
務
所
ま
で

電
話　
０
２
６
８
─
２
２
─
５
２
６
７

　
一
生
自
分
の
歯
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
様

に
、
歯
科
医
師
会
で
は
８
０
２
０
運
動
（
80
歳

に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と
う
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
食
べ
る
楽
し

み
と
話
す
楽
し
み
の
あ
る
人
生
を
送
る
に
は
、

若
い
時
か
ら
お
口
の
健
康
に
気
を
つ
け
る
事
が

重
要
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
成
24
年
11
月
11
日
㈰　

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場
所　
ツ
ル
ヤ
小
諸
東
店

内
容　
歯
の
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、

　
　
　
歯
科
相
談
、
無
料
フ
ッ
素
塗
布
券
配
布
、

位
相
差
顕
微
鏡
に
よ
る
お
口
の
中
の

細
菌
観
察
（
す
べ
て
無
料
）

主
催　
北
佐
久
歯
科
医
師
会
、

　
　
　
長
野
県
歯
科
衛
生
士
会
小
諸
佐
久
支
部

お
問
い
合
わ
せ
先

浅
川
歯
科
医
院

電
話　
０
２
６
７
─
２
３
─
４
０
５
０

　
土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
貴
重
な

資
源
で
す
。
将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、
明
日

の
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の
有
効
利

用
が
大
切
で
す
。
土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

第
35
回

歯
の
健
康
相
談
開
催

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

自
衛
官
募
集
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

TATESHINA INFORMATION

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

10
月
は「
土
地
月
間
」

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」で
す

八ヶ岳スーパートレイル100マイルレースが開催されます
　長野県と山梨県の10市町村の協力の
もと、八ヶ岳連峰の山麓をグルッと１
周する夢の100マイルトレイルラン
レースが実現することになりました。
　トレイルランは近年全国各地で大会
が開催され、人気が高まっているス
ポーツですが、今回の八ヶ岳での開催
は国内屈指の大会となる見込みです。
これにより、八ヶ岳の知名度を全国的
に高め、周辺地域全体の経済効果向上
を目的としています。
　八ヶ岳を四方八方から眺められる景
観を楽しみ、コースになっている10市
町村の歴史や文化が体感でき、そして
地元の人々との触れ合いを大切にとの
思いから、登山道・林道・散策路など
のトレイルと国道・県道・市町村道な
どを一部使ってのコースとなりました。
選手のみなさんがお近くを通る際は、
ぜひ、温かい声援をお願いします。ま
た大会運営ボランティアも募集中です。

● 大 会 名　　OSJ八ヶ岳スーパートレイル100マイルレース
● 開催場所　　長野県、山梨県の八ヶ岳山麓エリア
● 開 催 日　　平成24年11月3日㈯スタート・4日㈰ゴール
● レース種類　いずれも八ヶ岳を反時計回り
　 ①約100マイルレース	［蓼科～蓼科］	  朝５時スタート	 参加者約600名
　 ②約100㎞レース	 ［清里～蓼科］	  朝８時スタート	 参加者約300名
　 ③約  60㎞レース	 ［松原湖～蓼科］	 午前10時スタート	 参加者約300名
● 立科町通過ルート・おおよその時間帯
　 大河原峠～女神湖～白樺湖　　11月３日㈯13:00～11月４日㈰10:30
● 実行委員会構成団体

茅野市、原村、富士見町、北杜市、南牧村、小海町、佐久穂町、佐久市、長和町、
立科町、茅野市観光協会、蓼科観光協会、蓼科白樺高原観光協会、パワー
スポーツ、八ヶ岳スーパートレイルクラブ、茅野商工会議所、株式会社　吉本、
茅野市体育協会、諏訪陸上競技協会、長野県旅館ホテル組合会青年部

詳しくはHP
http://www.powersports.co.jp/yatsugatake/12_yatsugatake/
または　｢八ヶ岳スーパートレイル100マイルレース｣ で検索

大会概要

お問い合わせ先　八ヶ岳スーパートレイル100マイルレース実行委員会
　　　　　　　　事務局　茅野市観光協会事務局
　　　　　　　　TEL. ０２６６－７２－２１０１（内）４２６
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ネ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ご
案
内

　
働
く
こ
と
や
就
活
の
悩
み
、
職
場
で
の
悩
み

を
メ
ー
ル
で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
就
活
っ
て
ど
う
す
す
め
た
ら
た
良
い
？
」

「
職
場
に
な
じ
め
ず
、
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
か

不
安
…
」

　
な
か
な
か
家
を
出
ら
れ
な
い
方
や
、
お
仕
事

で
時
間
が
無
い
と
い
っ
た
方
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

受　
付　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
「
ネ
ッ
ト
で
相
談
」
か
ら
受
付
。

http://w
w
w
.jobcafe-shinshu.pref.

nagano.lg.jp

期　
間　
平
成
25
年
3
月
末
日
ま
で
毎
日
、
24

時
間
受
付

対　
象　
40
代
前
半
ま
で
の
方

お
問
い
合
わ
せ
先

若
年
者
地
域
連
携
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー
／
株
式

会
社
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
ア
イ

（
長
野
労
働
局  

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク  

長
野
県　
厚

生
労
働
省
若
年
者
地
域
連
携
事
業
委
託
団
体
）

電
話　
０
２
６
３
─
２
７
─
５
０
１
０

　
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

に
密
着
し
て
い
る
「
理

容
店
」・「
美
容
店
」・

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
」・

「
め
ん
類
飲
食
店
」・

「
一
般
飲
食
店
」
の
お
店
に
つ
い
て
、
衛
生
や

技
術
・
施
設
面
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
、
万

一
事
故
に
あ
っ
た
時
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と

お
店
選
び
も
お
ろ
そ
か
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
安
心
し
て
お
店
選
び
の
で
き
る
目
安
と
し
て

「
Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
制
度
」
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
お

店
は
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
は
っ
き

り
表
示
し
、
万
一
の
事
故
に
も
し
っ
か
り
と
し

た
補
償
制
度
が
あ
り
、
衛
生
面
に
も
細
か
な
配

慮
を
行
う
な
ど
、
厚
生
労
働
大
臣
が
認
可
し
た

「
営
業
約
款
」
を
店
に
掲
示
し
、
こ
れ
に
従
っ

て
営
業
し
て
い
ま
す
か
ら
、
皆
様
の
信
頼
で
き

る
お
店
選
び
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
長
野
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー

電
話　
０
２
６
─
２
３
５
─
３
６
１
２

ル
陰
障
害
等
に
よ
っ
て
、
良
好
な
放
送
の
受
信

が
で
き
な
く
な
る
も
の
で
す
。

　
特
に
、
不
法
無
線
局
か
ら
発
射
さ
れ
る
強
力

な
電
波
（
不
法
電
波
）
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

電
波
利
用
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、
ラ
ジ
オ
に

雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に
関
す
る
こ
と
は
、

信
越
総
合
通
信
局
ま
で
お
気
軽
に
御
相
談
く
だ

さ
い
。（
無
料
）

★
無
線
設
備
へ
の
混
信
・
妨
害
及
び
違
法
な
無

線
設
備
の
情
報
に
関
す
る
こ
と

　
・
監
視
調
査
課

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
７
６

★
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
放
送
の
受
信
障
害
に

関
す
る
こ
と

　
・
受
信
障
害
対
策
官

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
９
１

★
そ
の
他
、
情
報
通
信
の
行
政
相
談
に
関
す
る

こ
と

　
・
総
合
通
信
相
談
所

　
　
電　
話　
０
２
６
─
２
３
４
─
９
９
６
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/
shinetsu/

た
め
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
出
来
る
限

り
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
土
地
政
策
に
対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
毎
年
10
月
を
「
土

地
月
間
」
と
し
、
10
月
1
日
を
「
土
地
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

・
低
・
未
利
用
地
の
有
効
利
用

・
不
動
産
流
通
の
円
滑
化

・
土
地
情
報
の
利
活
用

・
土
地
境
界
の
明
確
化

　
こ
の
機
会
に
、
豊
か
で
安
心
で
き
る
住
み
よ

い
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
一
度
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

実
施
主
体　
国
土
交
通
省
、
地
方
公
共
団
体
、

　
　
　
　
　
土
地
関
係
団
体
等

　
10
月
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信
障

害
の
防
止
対
策
を
推
進
す
る
「
受
信
環
境
ク

リ
ー
ン
月
間
」
で
す
。

　
放
送
電
波
の
受
信
障
害
と
は
、
家
庭
用
・
工

業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ

レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発
振
、
不
法

無
線
局
か
ら
の
電
波
、
高
層
建
築
物
に
よ
る
ビ

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信

障
害
に
関
す
る
お
知
ら
せ

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

お
店
選
び
は

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
で
！

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

お
仕
事
の
悩
み

メ
ー
ル
相
談
で
き
ま
す



● 散歩の際、犬のフンをしっかり持ち帰っていますか？
● 犬や猫を放し飼いにして他人に迷惑をかけていませんか？
● 野良猫にエサをあげていませんか？
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● 犬の登録と狂犬病予防注射を受けましょう
　生後91日以上の犬には生涯一度の登録と年１回
の狂犬病予防注射が義務付けられています。
　また、狂犬病予防注射済票は必ず首輪などへ着
けて飼い主が特定できるようにしましょう。
　なお、登録と狂犬病予防注射については、役場
環境保健係へお問い合わせ下さい。
● 犬はつなぐか、檻の中で飼いましょう
　放し飼いは、人に噛みついたり、農作物に被害
を与えるなど、多くの人に迷惑をかけることにな
りますので、絶対に止めましょう。
　犬のストレス解消のために、ドックランへ連れ
て行ってはいかがですか。
● 散歩時には、必ずフンの後始末をしましょう
　散歩に行く時は、フンを片付ける袋を携帯する
など、必ず持ち帰って処分しましょう。
● 捨て犬は絶対に止めましょう
　捨て犬は、野犬を増やし多くの人へ迷惑をかけ
ます。子犬がほしくない場合は、不妊・去勢手術を
受けさせましょう。（町に助成制度はありません）
● 人を咬んだらすぐに届けましょう
　　飼い犬が人を咬んでしまったら、必ず保健所
へ届け出て指示に従いましょう。

● 不妊・去勢手術のすすめ
　子猫が生まれてしまった場合、飼い主が飼育で
きなくなることがほとんどです。
　繁殖を望まない場合は、必ず不妊・去勢手術を
受けさせましょう。
● 捨て猫は絶対に止めましょう
　「誰かが拾ってくれるだろう」と安易な気持ち
で猫を捨てないで下さい。捨てられた猫は飢えや
病気に苦しみ、悲惨な死をむかえることになりか
ねません。
● 室内飼育のすすめ
　猫にとって外は危険でいっぱいです。交通事故
や他の猫との接触で伝染病に感染するなどして死
亡するケースがあります。安心・安全のために室
内で飼育することをおすすめします。
● エサだけを与えている方へ
　お腹を減らした野良猫にエサを与える優しい気
持ちを責めることはできません。平気で捨てる人
にこそ問題があります。しかし、エサを求めて猫
が集まると、いずれ次々と子猫が生まれ、結果的
に不幸な野良猫が増えてしまうことになります。
　定期的に野良猫が現れるため捕獲を望む場合
は、保健所へ相談しましょう。
※佐久保健福祉事務所　電話：0267−63−4191

次のことを確認して、みんなが住みよい生活環境の維持に努めてください。

　毒きのこを原因とする食中毒は、過去10年間に県内で発
生した食中毒発生件数の13.3％を占めており、きのこ採取
が盛んな長野県ではその発生が後を絶ちません。
　９月20日から10月19日までは「きのこ中毒予防月間」
です。次の食中毒予防のポイントに注意し、きのこ中毒の
予防に心がけましょう。
　また、きのこの鑑別は佐久保健所（TEL. 0267－63－
3297）へご相談いただき、知らないきのこは絶対に食べな
いようにしましょう。

●知らないきのこは採らない、絶対に食べない。
●きのこの特徴を覚え確実な鑑別をする。
●「柄が縦に裂けるきのこは食べられる」などの
誤った言い伝えや迷信を信じない。

きのこによる食中毒予防のポイント

きのこ中毒予防月間について

環境保健係
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こども未来館情報 10月・11月 行事予定
皆さんのご来館をおまちしています

児童館事業の様子

※都合により内容などが変更となる場合がありますので、ご承知ください。

なかよし広場
★対象：就園前のお子さんと保護者
★時間：午前10時30分～
★日程及び内容
　10月 ３日（水）ちびっこ広場
　　　 12日（金）親子リズム
　　　 15日（月）おはなし広場
　　　 18日（木）みんなで遊ぼう
　　　 24日（水）ちびっこ広場
　　　 25日（木）親子運動遊び
　　　 29日（月）たまごクラブ
　11月 ５日（月）人形劇

　11月 ７日（水）ちびっこ広場
　　　  ９日（金）親子リズム
　　　 12日（月）おはなし広場
　　　 15日（木）みんなで遊ぼう
　　　 19日（月）たまごクラブ
　　　 21日（水）ちびっこ広場
　　　 22日（木）親子運動遊び
　　　 29日（木）子育て講話

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～

【囲　碁】★日程：10月 ４日（木）・18日（木）
	 11月 １日（木）・15日（木）

【将　棋】★日程：10月11日（木）・25日（木）
	 11月 ８日（木）・22日（木）

【昔遊び】★日程：10月26日（金）・11月30日（金）

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：10月 １日（月）折紙・花作り

　　　　　　　　　 15日（月）グループホーム訪問
　　　　　　　　　 22日（月）ピョンピョン蛙作り
　　　　　　　　　 29日（月）紙飛行機作り
　　　　　　　11月 ５日（月）木の実拾い
　　　　　　　　　 19日（月）グループホーム訪問
　　　　　　　　　 26日（月）木の実制作

学習･スポーツ教室
★対象及び場所と時間：
　小学生　立科小学校　午後３時～５時
★日程：10月 ３日（水）・17日（水）
　　　　　　 24日（水）・31日（水）
　　　　11月 ７日（水）・14日（水）
　　　　　　 21日（水）、28日（水）
★�内容：�学習アドバイザーの先生方に、予

習・復習等を教えていただくこと
ができます。

　　　　�学習終了後、３時30分より体育館
でスポーツ教室に参加できます。

レクリエーション教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容
　10月 ９日（火）いなごとり
　　　 23日（火）タニシ拾い
　11月13日（火）竹馬遊び
　　　 27日（火）焼きりんご

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：10月27日（土）未定
　　　　　　　　11月17日（土）未定

アートチャレンジ教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：
　10月30日（火）どんぐりパーク

I
I
I
I
I
I
I

魚つりごっこ 中国巴蜀小学校との交流プール遊び ピタゴラ装置作り

ちびっこ広場 放課後子ども教室
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7 日 須江医院 小諸市 0267−22−2060
桜井クリニック 小諸市 0267−26−1188

歯科 小諸厚生総合病院歯科 小諸市 0267−22−1070
8 月 市川医院 小諸市 0267−25−1200

小諸病院 小諸市 0267−22−0250
歯科 堀篭歯科医院 小諸市 0267−23−0575

14 日 鈴木医院 小諸市 0267−26−1212
鳥山クリニック 小諸市 0267−26−0308
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 岡田歯科医院 小諸市 0267−25−4182
21 日 小諸厚生総合病院 小諸市 0267−22−1070
歯科 佐々木歯科医院 御代田町 0267−32−3938

28 日 栁澤医院 立科町 0267−56−1045
甘利医院 小諸市 0267−22−0729
由井医院 小諸市 0267−22−0327
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 ゆみ歯科医院 小諸市 0267−26−2580
3 土 川西赤十字病院 佐久市望月 0267−53−3011

関医院 小諸市 0267−22−2205
小岩井整形外科 小諸市 0267−26−6788

歯科 山口歯科医院 小諸市 0267−22−0442
4 日 武重医院 小諸市 0267−22−0171

佐々木医院 小諸市 0267−22−0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 小林歯科医院 小諸市 0267−25−3708
11 日 岩下医院 立科町 0267−56−3908

田村医院 小諸市 0267−22−0048
東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104

歯科 林歯科医院 小諸市 0267−22−0152

電 話 有 線
ハートフルケアたてしな 56−1955 4501
白樺高原総合観光センター 55−6201
中央公民館（事務室） 56−2311 4000
たてしな人権センター 56−2311 2311
こども未来館（児童館） 56−0248 8888
老人福祉センター 56−1825 4091
体育センター 56−3373 3008
立科温泉　権現の湯 56−0606 4126
ふるさと交流館「芦田宿」 4050
交流促進センター「耕福館」 51−4151 4200

救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

休日緊急当番医連絡先

町のデータ ８月

● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

８月１日〜８月31日の状況

立科町役場　電話  56−2311　有線 2311
　　　　　　FAX  56−2310

行　事　予　定 保　　　　　健

1 月 婦人科検診：20歳以上、偶数年齢の女性
骨密度検診：20～70歳女性

2 火 婦人科検診：20歳以上、偶数年齢の女性
骨密度検診：20～70歳女性

4 木 すずらん学級マレットゴルフ大会 赤ちゃん相談室：Ｈ24.7月生

7 日 第37回女神湖歩け歩け大会

9 火 結婚相談会

10 水 婦人科検診：20歳以上、偶数年齢の女性

12 金 第64回老連ゲートボール大会

14 日 たてしな環境フェア2012
すずらん学級さわやかハイキング

19 金 心配ごと相談会 乳児健診：Ｈ24.5月～6月生
　　　　　Ｈ23.11月～12月生

20 土 権現の湯まつり

21 日 第5回中山道ウォーキング inたてしな

26 金 青少年問題育成講演会

28 日 夏山営業終了（ゴンドラ、御泉水自然園）

人口 7,835（±  0） 出生 6
男 3,854（＋  4） 死亡 11
女 3,981（−  4） 転入 11

世帯数 2,814（−  4） 転出 8

出動
件数

年間
累計

交通
事故 6 21
その他 31 231
合計 37 252

発生
件数

年間
累計

建物
火災 0 4
その他 0 2
合計 0 6

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 2 7

乗物盗 1 3
その他 1 5

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 24.0℃ 23.1℃
最高極日 33.9℃／  2日 34.6℃／10年
最低極日 16.5℃／  10日 12.5℃／10年

降　水　量 76.5mm 110.6mm
年間降水量 736mm 724.1mm
日 照 時 間 278.1時間 198.2時間

人 口 ９月１日現在	 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

10 月町民カレンダー
● 町県民税（第3期）
● 国民健康保険税（第5期）
● 介護保険料：普通徴収（第7期）
● 後期高齢者医療保険料（第4期）

納 税

11月の予定
・ 2㈮〜4㈰
　第40回文化展
・3㈯
　福祉リサイクルバザー
・ 4㈰
　たてしなふれ愛むら
・ 6㈫
	 第3回立科の味「料理コンテスト」
　すずらん学級郷土の歴史を学ぶ
　　　　　　　　　　　　（八景）
　３歳児健診：Ｈ21.7月～9月生
・ 8㈭
　保学人権教育研修会（中学校）
・ 11㈰
　ハートフルふれあいデー
・ 12㈪
　赤ちゃん相談室：Ｈ24.8月生
・ 14㈬
　1歳半児健診：Ｈ23.3月～4月生

10/

11/
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白樺
高原便り

白樺高原総合観光センター

紅葉狩りにお出かけください
　白樺高原ではいよいよ秋が深まってきました。10月中旬から下旬にかけては広
葉樹の紅葉が見頃を迎えます。10月中旬にはすばらしい紅葉が楽しめそうです。
　11月上旬にはカラマツの黄葉も見頃を迎えます。　
　哀愁漂う秋の女神湖、紅葉の白樺高原へぜひお出かけください。

女神湖に抱かれて

（第２回デジカメ写真コンテスト入選作品より） 夕紅葉

七彩の女神湖

金 立科小学校合唱クラブが
県大会で金賞を受賞 !

　7月31日、毎年参加している「長野県合唱大会兼ＨＮＫ学校音楽コンクール東信ブロック
大会」に出場し、金賞を受賞しました。続いて、東信代表として8月26日に岡谷カノラホー

ルで行われた県大会に出場し、30校出場した中でも、立科の空のような明るい歌声を響かせることがで
き、見事、金賞を受賞しました。
　３年生から６年生までのクラブ員31名は、兄弟のように仲良くかかわり合いながら、毎日の練習を続けて
います。
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　９月８日・９日に、夏休み中に子ども達が作成した
工作や自由研究の作品展が、「ふるさと交流館」で開
催されました。
　工夫をこらした力作が並び、見学に訪れた方々は感
心しながら見入っていました。

　９月17日㈪、体育センターにおいて敬老の日の式
典が開催されました。
　平成24年度に百歳を迎える１名と白寿を迎える４
名・米寿を迎える55名のうち、当日出席された方々
に町長から祝状が手渡されました。

　９月２日㈰、権現山体育センターで立科町総合防災
訓練を実施しました。
　避難訓練をはじめ、災害要支援者の安否確認、避難
所設置・運営訓練、救護訓練、給食訓練など、大勢の
住民の皆さんが参加して災害発生への備えを学びました。

立

敬

防科小学校夏休み作品展

老の日式典

災訓練を実施

　9月14日㈮、第６回権現の湯マレットゴルフ大会が、
町体育協会、マレットゴルフクラブの後援をいただき
開催されました。当日は町内外から133名が参加し、
日頃の練習の成果を発揮されました。
　　　　　   男子の部　　　　　　女子の部
優　勝　鈴木　正（町）　　　　関たい子（佐久市）
準優勝　羽田裕義（中原）　　　市川礼子（西塩沢）
３　位　大滝義友（佐久市）　　篠原礼子（平林）
※敬称略

権現の湯マレットゴルフ大会開催

　本年度100歳を迎えられる美上下の渡邉 三郎さんを、
町長が表敬訪問しました。

100歳 おめでとうございます


